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写四

子供たちの

夢を託した風船

高く高く大空へ

＝町報＝

(No  97)  

岩谷小学校では 3月20日午後 1時30分に児童．園児・親たちが一斉に校庭から風船を

飛ばしました。花の種と児童たちのメッセージを書きこんだ袋を風船にとりつけ、 一斉

に児童たちの手からひもを離すと、この夢を託した風船は大空に向かって高く舞い上が

りました。
あがわぐんあがわむらおおお

そして、この風船の 1個は、高知県吾川郡吾川村大尾の高橋怜子さん宅近くのお茶畑

に着陸、さ っそく高橋さんから花の種を播いて大切に育ててますという心暖まるお手紙

をいただきました。
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今、新しい町創造のために地域に風をみんなで風を

3回い”'““‘～こL,大皇
--→呵ァ—------ーラー→

肱川風おこし研究員会西本源格座長

三
月
十
五
日
肱
川
町
公
民
館
に
お

い
て
、
第
一
云
一回
風
お
こ
し
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
長
、
肱
川
風
お
こ
し
研

究
員
会
西
本
源
格
座
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
ぎ
、
風
お
こ
し
実
践
優
良
団
体

の
正
山
風
の
会
、
中
居
谷
農
産
加
工

場
、
予
子
林
白
寿
会
、
大
谷
老
人
ク

ラ
ブ
の
四
つ
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
町
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ

「
い
い
と
こ
見
つ
け
た
肱
川
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
を
放
映
、
参
加
者
は
あ
ら

た
め
て
肱
川
を
見
直
す
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

＂
肱
川
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
四
人
の
各

肱
川
会
の
会
長
さ
ん
に
「
今
、
故
郷

ヘ
熱
ぎ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に

意見を発表していただいた 4人の方々

⑲
 

松山地区肱川会

会長奥村武久氏
（菟野 尾出身 ）

京阪神地区肱川会

副会長宇都宮正郎氏
（小藪 出身 ）

① 

東海地区肱川会

会長松尾政隆氏
（菟野尾 出身 ）

東京地区肱川会

会長大越 譲氏
（奥の 山出身 ）
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た
め
に
口；噸

い
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創
造
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で
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事
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風
凝
―鼻j'し
大
会
）[

゜
意
見
を
発
表
、
最
初
に
近
況
報
告
を

さ
れ
、
つ
づ
い
て
肱
川
の
自
然
環
境

を
生
か
せ
、
高
品
質
の
農
産
物
を
栽

培
、
河
辺
川
ダ
ム
を
建
設
し

一
大
リ

ゾ
ー

ト
地
に
、
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー

の
建
設
、
若
者
の
娯
楽
施
設
を
作
っ

て
は
、
大
洲
市
、
松
山
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ソ
と
す
る
た
め
三
十
分
以
内
で

通
勤
圏
内
に
な
る
よ
う
道
路
の
整
備

を
、
町
名
を
変
更
し
て
は
、
等
々
多

く
の
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
十
四
人
の
方
が
風
お

こ
し
宣
言
を
し
そ
の
後
大
谷
小
学
校

児
童
の
吟
詠
、
肱
川
中
学
校
生
徒
の

吹
奏
楽
、
肱
川
音
頭
、
鹿
野
川
小
唄

の
披
露
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
風
お
こ
し
宣
言
を
さ
れ
た
方
と

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

や
り
ま
し
た
宣
言

正

山

風

の

会

土

居

貞

丸

さ

ん

0

若
い
人
に
来
て
ほ
し
い
と
の
願

い
か
ら
瓜
畦
に
一
区
画
百
坪
の
宅

地
を
三
十
区
画
造
成
。
そ
ば
産
業

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
二
年
度
に
五

0
ア
IO

に
栽
培
し

コ
ソ
バ
イ
ソ
で
収
穫
、
来
年
度
は

六
•
五
内
栓
ぃ
付
の
予
定
。

そ
の
他

イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
花
街
道
、
轟
の

滝
の
整
備
等
を
検
討
中
。

中
居
谷
農
産
加
工
場
永
田
幸
子
さ
ん

昭
和
六
十
四
年
三
月
に
加
工
場

を
建
築
。
地
域
の
農
産
物
を
利
用

二

E
印
一

―一
月
、
議
会
産
業
委
員
と

し
て
、
よ
も
き
も
ち
・
か
き
も
ち
ニ
―
島
根
県
吉
田
村
へ
研
修
に
。

の
製
造
販
売
に
取
り
組
み

三
年
が
[

-“
隣
鉄
の
歴
史
村
を
宣
言
し
、
鉄

経
過
、
当
初
の
目
的

一
千
万
円
の
＂
の
博
物
館
、
未
来
科
学
館
、

目
標
に
努
力
し
て
き
た
が
平
成

二

~
グ
リ
ー
ソ
シ
ャ
ワ
ー
の
森
な
ど
の
整

年
に
一
千
六
百
万
円
を
達
成
し
た
。

~
備
を
進
め
、
新
し
い
行
政
の
あ
り
方
、

今
後
は
仕
事
ば
か
り
で
な
く
、
ゆ
~
地
域
振
興
を
め
ざ
す
全
国
で
も
有
名

と
り
の
あ
る
生
活
と
い
う
こ
と
も
~
な
村
だ。
自
然
条
件
は
肱
川
の
方
が

検
討
し
、
少
し
で
も
地
域
に
役
立
~
恵
ま
れ
て
い
る。

遠
嶺
の
雪
に

つ
こ
と
を
し
て

い
き
た
い
。

~
神
降
る
こ
と
も
か
も

肱
川
郵
便
局
白
岩
政
美
さ
ん

~
私
の
印
象
だ。
で
も
頑
張
っ
て
い
る
。

0

毎
月
一
回
独
居
老
人
を
訪
問
し
~
鉄
の
文
化
を
学
習
さ
し
、
村
の
自
然

――
―十
六
回
に
な
る
。

訪
問
カ
ー
ド

~
で
宿
泊
し
産
物
を
食
べ
さ
す
。

村
全

に
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
に
連
~
体
を
博
物
館
に
、
資
源
を
生
か
し
た

絡
し
て
い
る
。

ま
た
、
独
居
老
人
~
村
づ
く
り
、
イ
メ
ー
ジ
確
立
、
情
報

を
は
げ
ま
す
小
包
み
を
届
け
非
常
~
交
流
で
生
産
供
給
し
て
い
く
産
業
お

に
喜
ば
れ
た
。

今
後
も
続
け
健
康
~
こ
し
、
文
化
交
流
大
会
場
、
第
三
セ

チ
ェ
ッ
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
~
ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
と

、

す
べ
て
に

を
続
け
る
。
~
積
極
的
で
あ
る

。

考
え
方
に
共
通
点

~
は
多
い
が
、
概
念
を
確
立
し
て
の
行

E
s
G

英
会
話
ク
ラ
ブ
~

動
力
は
学
ぶ
べ
き
た
と
思
っ
た

。

地

松
本
隆
寿
さ
ん
~

域
づ
く
り
は
サ
ム
シ
ソ
グ
ス
ペ
シ
ャ

0

二
年
前
に
約
束
し
た
イ
ギ
リ

ス
~
ル

何
か
特
別
な
も
の
を
持
つ
こ
と
が

へ
の
訪
問
を
昨
年
の
八
月
に
実
行
~
必
要
で
あ
る。
「
新
し
い
町
創
造
」
も

し
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
i

個
性
づ
く
り
を
大
き
な
目
標
に
し
て

も
ぜ
ひ
一
度
海
外
へ
行
っ
て
み
て
~
い
る
。
成
否
は
住
民
の
意
欲
あ
る
参

く
だ
さ
い
。
~
加
が
得
ら
れ
る
か
否
か
だ
。

~
面
壁
九
年
に
ら
ん
で
い
る
だ
け
で
は

や
っ
て
ま
す
宣
言

~
穴
は
あ
か
ぬ

予
子
林
白
寿
会
福
田
政
章
さ
ん
~

0

お
寺
の
清
掃
や
ホ
ウ
キ
作
り
、
~

環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
・
~

ア
キ
カ
ソ
の
回
収
等
を
実
施
。
ま
~

た
、
猿
ヶ
滝
公
園
も
十
年
が
経
過
~

し
た
が
、
白
寿
会
で
は
年
四
回
の
i

:，＼ 
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因

草
刈
り
・
肥
料
・
消
毒
な
ど
も
行

い
、
昨
年
は
モ

ミ
ジ
・
桜
を
百
五

十
本
植
樹
、
そ
し
て
年
一
回
予
子

林
小
の
児
童
と
の
交
流
も
行

っ
て

い
る
。
今
後
は
休
憩
所
の
設
置
、

道
路
の
整
備
、
公
園
周
辺
の
立
木

を
切
り
景
観
を
よ
く
す
る
こ
と
、

天
守
閣
の
建
設
等
を
計
画
し
て
い

る
。

大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
前
田
武
さ
ん

0

神
社
仏
閣
の
清
掃
を
昭
和
四
十

二
年
か
ら
始
め
昭
和
五
十
二
年
か

ら
現
在
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

神
社
は
年
四
回
、
寺
は

二
回、

そ
の
他
、
轟
の
滝
、
公
園
の
清
掃

や
手
入
れ
等
を
行

っ
て
い
る
が
、

＠

｀
 

自
慢
で
ぎ
る
こ
と
が

一っ

、
大
変

出
席
率
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

”

そ
し
て
作
業
は
、
楽
し
く
ほ
が

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

郷
土
を
愛
す
る
と
い
う
気
持
ち
の

表
れ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

正
山
子
供
会
沖
田
チ
ョ
コ
さ
ん

0

昭
和
五
十
四
年
か
ら
公
共
施
設

の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
、
昭
和

六
十
四
年
か
ら
花
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
今
年
で

三
年
目
と
な

り
ま
す
。
花
は
道
路
の
駐
車
場
に

植
え
、
集
会
所
や
家
の
前
な
ど
に

は
プ

ラ
ソ
タ
ー
を
利
用
し
て
行
い
、

お
互
い
に
紹
介
し
あ

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
老
人
も
協
力
し
て
く
れ

る
の
で
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

や
り
ま
す
宣
言

大
谷
農
産
加
工
場
向
井
喜
代
香
さ
ん

0

い
ろ
い
ろ
な
健
康
食
品
を
開
発

す
る
。

予
子
林
ふ
れ
あ
い
農
園
池
田
義
喜
さ
ん

〇
昨
年
は
、
修
学
旅
行
生
や
松
山

市
の
方
達
を
受
入
れ
農
業
の
体
験

を
し
て
い
た
だ
い
た
が
大
変
好
評

で
し
た
。
今
後
も
メ

ソ
バ

ー
を
増

や
し
地
域
の
活
性
化
に
努
力
す
る
。

大
和
無
人
販
売
所
菊
地
諏
子
さ
ん

0

現
在
週
に

二
回
各
家
庭
で
栽
培

し
た
野
菜
を
販
売
し
て
い
る
が
、

今
年
は
加
工
品
も
手
が
け
、
現
在

の
収
入
の
二
倍
を
目
標
に
努
力
す

る
。

中

津

部

落

宮

田

静

さ

ん

0

老
人
の
健
康
づ
く
り
の

一
環
と

し
て
、
年
問
を
通
じ
て
グ
ル
ー
プ

で
活
動
し
、
中
津
地
域
は
野
菜
の

栽
培
に
取
り
組
む
。

大
谷
創
造
会
議
浅
井
義
明
さ
ん

0

大
谷
地
域
全
体
に
水
道
を
新
設

し‘

―つ

の
水
源
池
の
水
を
全
戸

が
飲
め
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

正

山

風

の

会

上

田

武

さ

ん

0

木
工
品
を
開
発
し
町
の
特
産
品

に
す
る
。

大谷小学校の児童たち （吟詠） 熱心にメッセージを聞かれる皆さん

太
鼓
ク
ラ
ブ
「
風
神
太
鼓
」

土
井
裕
二
さ
ん

0

現
在
日
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

ト
レ
ー
ニ

ソ
グ

セ
ソ
タ
ー
で
練
習

し
て
い
る
が
、
近
い
将
来
、
心
に

感
動
を
与
え
、
肱
川
に
こ
だ
ま
す

る
発
表
会
を
行
う
。

町
職
員
異
動

肱
川
町
で
は
、
四
月

一
日
付
で
次
の

と
お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
）
内
旧
任

▽
風
お
こ
し
対
策
室
専
門
員

畦
崎
和
男（
農
業
委
員
会
農
地
主
事
）

新

採
▽
総
務
課
運
転
手
松
本
芳
典

嘱

託
▽
鹿
鳴
園
及
び
公
園
の
管
理
運
営

清
水
萬
喜
男

▽
鹿
鳴
園
管
理
運
営
事
務

森
本
サ
ヨ
子

肱
川
町
農
業
委
員
会

▽
主
事

藤
高
茂
治

肱
川
町
教
育
委
員
会

▽
正
山
幼
稚
園
教
諭
堀
川
千
賀
子

嘱

託
▽
社
会
教
育
指
導
員

米
岡

晋

▽
公
民
館
管
理

人

松

本
順
子

退

職

（
三
月
三
十

一
日
付
）

▽
総
務
課
雇
員

子
茂
田
清
子

▽
大
谷
幼
稚
園
教
諭
岡
村
三
和

瓜
畦
団
地
分
譲
開
始

こ
の
団
地
は
、
地
域
の
過
疎
化
を

0
一
区

画

約

一
0
0坪

く
い
止
め
る
と
と
も
に
、
正
山
小
学

0
坪
当
り
価
格

一
万
円

校
の
生
徒
の
増
加
を
目
的
に
、
地
主
申
込
み
募
集
受
付
を
五
月

一
日
よ

の
方
々
の
ご
協
力
と
地
域
の
人
達
の
り
開
始
致
し
ま
す
。

熱
意
に
よ
り
、
町
の
風
お
こ

し
運
動
詳
し
く
は
、
役
場
風
お
こ
し
対
策

の
一
環
と
し
て
出
来
た
団
地
で
す
。

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

0
区
画
数

二
八
区
画

＇ ',99|lII'l|＇ll.11翡1在'’|仰l.］ ［届出の必要な土地取引］

く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い

。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に

つ
い
て
売
買
な
ど
（
代
物
弁

済
、
交
換
、
共
有
持
分
の
譲

渡
、
営
業
譲
渡
、

地
上
権
・

賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
譲

渡
担
保
、
予
約
完
結
権
・
買

戻
権
等
の
譲
渡
）
の
取
引
を

す
る
場
合
は
事
前
に
届
出
が

必
要
で
す
。

届
出
の
必
要
な
土
地

①
監
視
区
域

都
道
府
県
等
の
規
則
で
定

め
る
面
積
以
上

監
視
区
域
は

一＿一年

一
月
一
日

現
在
四
十
四
都
道
府
県
十

一

政
令
指
定
都
市
の
う
ち
一
、

0
四
七
市
町
村
で
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
そ
の
他
の
区
域

ア
、
市
外
化
区
域

二
、
0
0
0
面
以
上

イ、

ア
を
除
く
都
市
計
画

区
域
五、

0
0
0面
以
上

ウ
、
都
市
計
画
区
域
以
外

の
区
域

-
0
、
0
0
0
面
以
上
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660万円
800万円でスタート～

e
 

議会費
民生費
衛生費
商工費
消防費
予備費
災害復旧費

45,463(2.2%) 
94,758(4.7%) 
60,919(3.0%) 
41,524(2.0%) 
63,547(3.1%) 
7,319(0.4%) 
2,045(0.1%) 

公債費
474,049 
(23.4%) 

〔図2〕歳 出

教育費
378,117 
(18.6%) 

平
成
三
年
度
肱
川
町
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
億
二
千
八
百
万
円
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と

比
べ
、
二
億
九
千
七
百
万
円
（
一
七
・
ニ
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
他
三
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
、
五
千
八
百
十
二
万
円
増
の
五
億
八
千
八
百
六
十
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
財
政
は
依
然
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
事
業
の
推
進

を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
町
創
造
計
画
事
業

・
風
お
こ
し
運
動
事
業
の
推

進

・
大
谷
小
学
校
建
設
に
よ
る
教
育
効
果
の
向
上
、
さ
ら
に
教
育

・
産
業

・

福
祉
基
金
の
充
実
を
は
か
り
町
の
活
性
化
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

〔図3〕

四 (4)

一般会計予算性質区分

般

会

計

予

算

平
成
一
＿
一
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

投
資
的
経
費
に
お
い
て
、
重
点
事
業

を
中
心
と
し
た
予
算
と
し
、
国
・
県

の
補
助
事
業
採
択
に
合
わ
せ
順
次
肉

付
け
を
行

っ
て
い
く
事
と
し
て
い
ま

す
。

〔
歳
入
〕

歳
出
の
裏
づ
け
と
な
る
収
入
は
図

(
1
)
に
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見

ま
す
と
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
十
億
九
千

二
百
万
円
（
五
三

・

八
％
）
地
方
債
一
億
七
千
六
百
万
円

（
八
・
七
％
）
国
庫
支
出
金
一
億
円

（五

・
O
%
）
県
支
出
金

一
億
五
千
ニ

百
万
円
（
七

・
五
％
）
等
が
主
な
も
の

で
す
。
ま
た
町
内
で
集
め
ら
れ
る
税

金
は
一
億
一

千
八
百
万
円
（
五
・

九

％
）
と
な
り
こ
れ
を
一
人
当
り
で
見

義務的経費

・人件費

・扶助費

・公債費

938,130千円(46.3%)

451,791千円(22.3%) 

9,701千円(0.5%)

476,638千円(23.5%)

投資的経費

・普通建設事業費

・災害復旧事業費 2,045千円(0.1%)

その他

・物件費

・補助費

• その他

410,759千円(20.2%)

175,647千円(8.6%)

156,375千円(7.7%) 

78,737千円(3.9%)

る
と

三
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
C

（表
3
)

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
な
く

財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存
し

て
い
る
弱
い
体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
常
に
国
・
県
等
の
動
向
を

的
確
に
と
ら
え
、
補
助
金
等
の
確
保

を
行
い
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〔
歳
出
〕

一
般
会
計
予
算
歳
出
（二

十
億

二

千
八
百
万
円
）
を
構
成
比
で
表
し
た

の
が
図
(
2
)
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

町

の
基
盤
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
に

二

億
二
千
百
万
円

(IO・
九
％
）
ま
た
、

教
育
費
が
三
億
七
千
八
百
万
円
（
一

八

・
六
％
）
公
債
費
が

四
億
七
千
四

百
万
円
（
二
三
・
四
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
歳
出
を
性
質
別
に
分
類
し
た

の
が
図
(
3
)
で
す
。

こ
れ
に
よ
り

ま
す
と
普
通
建
設
事
業
が
六
億
七
千

七
百
万
円
で
歳
出
予
算
の
三
―
―
-
•
四

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
主
な
予
算
は
表

(
1
)
に
表
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
費
及
び
風
お
こ
し
運
動

費
に
五
千
六
百
万
円
、
小
学
校
建
設

事
業
費
に
二
億
円
、
道
路
新
設
改
良

費
に
八
千
九
百
万
円
を
計
上
し
、
限

り
あ
る
財
源
の
中
で
住
み
よ
い

町
づ

く
り
の
た
め
に
効
率
的
な
配
分
を
図

っ
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。
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〔表 l〕 主な事業と予算
（単位：千円）

胃 主な事業 予算額閂 主な事業 予算額
業ふ費るさと創生事 54,200 林 林業振興費 57,463 

総 財産管理費 52,623 業 策間伐促進強化対 2,577 

風おこし運動費 2,040 費 林道整備事業費 12,540 

務 広報費 2,577 商 商工振興費 6,116 

電算導入費 15,642 工 観光費 16,853 

費 企画費 12,011 費 交流促進費 5,553 

ダム対策費 25,015 地域振興費 14,772 

老人福祉費 23,327 
士
道路維持費 39,086 民

生 地域改善対策費 3,014 対が策け事く業ずれ費防災 14,201 
木

費 児童措置費 5,193 道路新設改良費 89,500 

衛
予防費 10,760 

費
河川管理費 5,100 

清掃費 11,999 住宅建設費 31,111 
生

消歯科診療費 1,506 非常備消防費 17,047 

費 防
葬祭施設費 8,498 費 常備消防費 38,983 

農
農業振興費 14,756 教 小学校費 200,671 

業 特業産費開発推進事 4,590 ：ぢ目 中学校費 12,681 

費
土地改良費 95,128 費 幼稚園費 24,087 

図 ゃ：谷·.ャ• 四

1平成3年

26億1'
～一般会計20億2,

地方譲与税
34,500(1.7% 正

利子割交付金
) I〔図 1〕成入

3,000(0.1%) 
自動車取得税交付金
24,000(1.2%) 
分担金負｝且金
8,081(0.4%) 
使用料手数料
36,171(1.8%) 
財産収入
11,488(0.6%) 

交通安全対策特別交付金
700(0.0%) 
寄附金
364(0.0%) 
繰入金
153,490(7.6%) 
繰越金
100,000(4.9%) 
諸収入
16,326(0.8%) 

地方交付税

1,092,000 
(53.8%) 

国民健康保険特別会計 255,500千円

簡易水道特別会計 36,000千円

住宅新築資金等貸付特別会計 3,100千円

老人保健特別会計 294,0000千円

計 588,600千円

？ラ
ミ
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3. 31現在

3, 566人］
33,301円

568,704円
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資源で ‘^‘ ‘ 
徴ある町づくl．）を！

、.ry ・，ヽし、`、し‘‘̀‘‘、 3月定例会で町長所伯表明 ‘, ’ i、

゜
(6) 

肪
川
町
り
現
在
人
口
三
、
五
九
〇

名
、
次
第
に
咸
少
が
続
ぎ
、
高
齢
化

後
継
者
不
在
、
清
報
化
、
国
際
化
等

の
こ
と
か
、
私
直
の
日
常
生
活

に
さ

ま
ざ
ま
な
彬
醤
を
及
ぼ
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
国
、
県
に
お
い
て
も
い
ろ

い
ろ
な
施
策
か
立
て
ら
れ
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
ら
の
問

題
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
自
ら
が
取

り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
い
は
な
ら

な
い
、
自
分
白
且

の
間
頓
と
し
て
認

識
し
て
い
か
ね
は
な
ら
な
い
も
り
と

号
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
究
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来

の
芸
え
村
を
転
埃
し
、
自
ら
か
聞
発

剖
造
し
て
い
く
感
覚
を
も
一
て
、
自

ら
の
未
来
を
拓
い
て
い
く
こ
と
か
必

要
て
あ
る
と
杓
又
て
お
り
ま
す
。

そ

の
よ
う
な
こ
と
て
、
私
は
今
期
町
政

の
目
慄
を
「
祈
し
い
町
剖
造
」
に
お
ぎ
‘

壮
向
策
定
を
連
め

て
ぎ
て
い
る
と
こ

ろ
て
あ
り
ま
す
3

今
年
中

に
今
後
の

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」

今
年
中
に
策
定

第

鹿野川湖

鹿野川湖大橋の架橋附近

耽
川
町
は
自
然
景
観
、
森
林
、
山
、

水、

湖
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、

風
、
太
陽
、
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
、

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
産
業
発
展
の
尾
礎
条
件

と
し
て
生
か
し
て
い
か
な
け
い
は
な

ら
な
い
と
跨
え
て
お
る
次
第
で
す
。

「
資
源
を
生
か
す
」

計
画
策
定
の
視
点

平
成
三
年
度
の
基
本
方
針
を
定
め
諸
施
策
の
大
綱
を
決
定
す
る
三
月
定
例

議
会
は
、
去
る
三
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
三
日
間
の
会
期
で
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
三
十
二
議
案
を
審
議
、
全
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

又
、
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
を
了
承
し
た

。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
町
長
よ
り
平
成
三
年
度
に
臨
む
所
信
表
明
が
あ
り
、

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
に
つ
い
て
項
目
を
追
っ
て
考
え
方
を
述
べ
ら
れ
、
今

年
中
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
二
人
の
議
員
か
ら
五
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

。

方
向
を
明
確
に
し
た
計
画
を
提
示
し
‘

強
力
な
推
進
を
計

っ
て
ま

い
る
所
仔

で
あ
り
ま
す
。

肪
川
の
新
し
い
展
開
、
発
展
を
計

っ

て
い
く
た
め
に
は
平
地
を
つ
く

っ
て

い
く
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
然
と
の
共
生
を
考
え
つ
つ

平
地
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
農
地
整
備
等
も
住
民
努
力
で

進
め
て
ぎ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
上
地
事
情
は
大
き
く
変
化

し
‘
t
地

に
対
す
る
住
民
感
覚
の
度

化
か
予
想
さ
れ
ま
す
。
新
し

い
土
地

利
用
形
煙
を
つ

く
り
出
し
て
い
か
ね

は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

か
、
正
山
地
域
風
お
こ
し
か
ら
生
ま

い
た
瓜
畦
住
宅
団
地
は
近
く
造
成
を

終
わ
り
県
の
認
可
も
受
け
る
こ
と
か

出
来
た
の
で
、
祈
年
度
に
分
譲
て
き

る
こ
と
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
乃
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り

＞
 

J
 

ま
今
後
、

保
丘
、

交
流
等
に
土
地
を

行
灼

に
村

1
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ご
お
り
ま
す
。

第

「
平
地
を
つ
く
る
」

整地された大駄場の土捨場

個
性
の
あ
る
町
、
特
徴
の
あ
る
町

づ
く
り
を
新
し
い
町
創
造
の
大
き
な

核
と
し
た
い
。
全
国
各
地
で
日
本

一

づ
く
り
な
ど
が
や
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
こ
の
こ
と
に
外
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
町
の
個
性
づ
く
り
は
、

一
、
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
、
立
派
な

公
圏
も
あ
り
ま
す
。

充
実
し
て
い
き

た
い
。
専
門
員
も
配
置
し
て
、
公
図

管
理
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
た

次
第
で
す
が
、
花
の
町
づ
く
り
、
並

木
、
花
木
、
草
花

に
よ
る
芙
し
い

町

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

二
、
鹿
野
川
タ
ム
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
他
に
無
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
道
改
良
も
進
ん
で
、
近
く
大
地
ト

ン
ネ

ル
が
供
用
さ
れ
、
鹿
野
川
道
路

の
完
成
も
射
程
距
離
に
入
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
あ
と
の
旧
国
道

の
公
園

化
に
は
建
設
省
が
力
を
入
れ
て
も
ら
っ

て
お
り
ま
す
し
、
鹿
野
川
湖
大
橋
も

新
年
度
過
疎
代
行
で
採
択
さ
れ
、
エ

費
九
億
五
千
万
円
、
鋼
製
、
中
路
式

第

「
個
性
を
つ
く
る
」
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四

風
の
博
物
館
は
単
な
る
施
設
て
は
な

く
風
の
町
の
核
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ド

ア
施
設
と
連
動
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な

も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
四、

温
泉
、
滞
在
、
宿
泊
、
保
丘
機

従
来
同
様
、
経
済
団
体
と
連
携
し

支
援
を
強
化
し
、

各
種
事
業
指
定
を

受
け
、
生
産
基
盤
整
備
、
生
産
振
興

を
計

っ
て
い
く
訳
で
あ
り
、
新
年
度

も
農
村
紐
合
整
備
事
業
、
林
業
山
村

活
性
化
構
造
改
善
事
業
へ
む
け
て
の

焦
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
今
日
ま
で
築
い
て
き
た

も
の
を
根
幹
と
し
、
新
し

い
も
の
を

加
え
て
い
く
、
新
し
い
手
法
を
研
究

第
四

「
活
力
づ
く
り
」

定
住
対
策
、
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に

、
町

の
「
振
興
事
業

補
助
金
分
担
金
規
則
」
を
新
年
度
よ

り
改
正
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
つ

い

て
地
元
負
担
率
を
引
き
下
け
る
こ
と

と
し
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
、
健
康
福
祉
施
設
計
画
を
明

確
に
し
て
提
示
す
る
こ
と
と
い
た
し

第
五

「
住
み
た
い
町
づ
く
り
」

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば

何
も
か
も
放
棄
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
、

林
業
、
商
工
業

と
い

っ
た
観
点
に
立

っ
て
、
産
業
の

質
的
転
換
を
計
る
べ
く
、
施
設
農
業
、

特
産
、
野
菜
、
製
材
、
森
林

の
多
目

的
利
用
な
と
転
換

の
方
向
つ
け
を
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。
な
お
民
間

の
力
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
積
極
的
展
開
を
計
る
へ
く

「肱
川

開
発
株
式
会
社
」
を
発
足
し
た
い
と

思

っ
て

お
り
ま
す
。

教
育
、
文
化
施
設
整
備
計
画
を
進

め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
大
谷
小
学
校
校
舎
改
築
を
実
施
し

ま
す
が
、
私
達
は
家
を
、
地
域
を
正

第
六

「
教
育
、
文
化
の
問
題
」
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戸

ロ
ー
ゼ
楕
、
湖
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し

た
勇
姿
を
見
せ
る
日
も
近
い
て
し
ょ

う
。
感
慨
無
鼠
の
も
の
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

ダ
ム

、
ボ
ー

ト
コ
ー
ス
、
国
辺
整

備
、
湖
面
利
用
と
、
肱
川
な
ら
で
は

の
天
然
と
人
工

の
マ
ソ
チ
し
た
資
源

を
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

三
、
風
の
博
物
館
構
想
を
進
め
て
ぎ

ま
し
て
、
構
想
策
定
委
員
会
も
近
く

計
画
の
ま
と
め
を
終
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
費
等

を
も

っ
て
内
部
資
料
の
収
集
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

多
様
な
地
形
か
ら
生
ま
れ
る
さ
ま

さ
ま
な
風
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー、

風

園

｀
ゞお
こ
し
を
趾
勲
す
る
肱
川
の
町
風
と

し
、
町
の
特
徴
と
し
た
い
考
え
で
す
。

町
内
に
は
二
十
年
生
以
上
の

山
林
が
約
六
九
―

ha
あ
り
ま
す

ま
す
。
恐
疎
化
に
伴
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
趙
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

J

R
バ
ス
廃
止
も
そ
の
一
っ
て
す
。

鹿
野
川
1

白
石
間
、
植
松
間
の
バ
ス

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
旧
伊
予
鉄
バ
ス
廃
止
路
線

を
含
め
て
代
替
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
。
安
心
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
け

る
町
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
観
光
、
交
流
、
保
丘
、

安
ら
き
を
求
め
て
多
く
の
人
が
来
て

い
た

だ
く
住
み
よ
い
町
に
し
て
い
か

ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
観
光
、
交
流
も

イ
ベ
ン
ト
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
交
流
を

卒
業
し
て
、
平
常
化
、
平
準
化
し
た

足
の
地
に
つ
い
た
も
の
と
し
て
い
く

よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す。

以
上

の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て

視
し
、
自
ら
が
奮
起
し
、
対
策
を
立

て
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
継

者
、
人
づ
く
り
と
い
っ
て
も
人
が
居

な
く
て
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

「自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
訴
え
た
い

心
境
で
あ

り
ま
す
。

外
部
の
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ

く
り
、
異
文
化
の
受
入
れ
に
つ
い
て

も
積
極
的
で
あ
る
べ
き
だ

と
考
え
ま

す
。
文
化
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
過

疎
を
克
服
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
り

ま
す
。

行
政
事
務
の
電
算
化
は
、
平
成
二

年
度
に
住
民
基
本
台
帳
他
九
項
目
に

つ
い
て
本
稼
動
し
て
お
り
、
新
年
度

に
お
い
て
財
務
会
計
他
六
項
目
稼
動

す
る
こ
と
と
し
、
当
初
母
入
計
画
は

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
は
、

業
務
体
制
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
有

効
利
用
等
に
留
意
し
、
行
政
サ

ー
ヒ

ス
の
向
上
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
他
、
行
政
に
つ
い
て
一
層
の

簡
素
化、

効
率
化
を
計
っ
て
い
き
た

い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
集

落
再
編
、
組
織
、
役
職

の
整
理
等
を

検
討
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

第

八

「

河

辺

川

ダ

ム

に

よ

る

肱

川
の
変
化
」
に

つ
い
て
の
見
通
し
を

明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
七
「
行
政
の
効
率
化
」
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「新
し
い
町
創
造
計
画
」
を
ま
と
め
提

示
い
た
し
ま
す
。
た
た
、
危
て

の
こ

と
に
つ
い
て
言
又
ま
す
こ

と
は
「
風

お
こ
し
」
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
情
神
て
あ

り
ま
す
。
開
拓
し
、
創
造
し
て
い
く

信
念
と
行
動
な
く
し
て
、
何
事
も
な

し
得
ぬ
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

風
お
こ
し
あ

っ
て
の
新
し
い
町
創
造

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に

河
辺
川
ダ
ム
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
九
月
、
地
域
振
興
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
か
、
こ
れ
は
住
民

｀
自
ら
が
取
り
組
む
へ
き
も
の
も
含
め

た
全
て
の
要
素
を
網
罹
し
た
も
の
で
、

そ
の
ま
ま
住
民
に
提
示
す
る
こ
と
は

混
乱
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

＂い

、
ま
た
、
希
望
的
観
測
た
け
て
計

画
を
立
て
、
執
行
責
任
か
持
て
な
い

よ
う
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の
て
、

い
ま
た
提
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

重
要
課
題
に
つ
い
て
国
、
県
、
受

益
地
域
と
の
接
渉
を
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
満
足
い
く
状
況
に
あ
り

ま
せ
ん
。
タ
ム
は
十
年
、
十
五
年
の

歳
月
を
要
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
全
て
を
現
時
点
て
明
確
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
重
要
課
題

の
解
決
に
つ
い
て
、
そ
の
見
通
し
、

実
現
の
感
触
を
得
る
こ
と
が
て
ぎ
す

し
て
受
諾
す
る
こ
と
が
て
き
な
い
こ

と
も
ま
た
当
然
で
あ
り
ま
す
。

既
に
九
年
を
経
過
し
、

．不
安
、
焦

臆
川
町
の
目

E
と
し
て
風
お
こ
し

を
熱
心
に
や
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
町

民
は
余
り
関
心
か
な
い

の
で
は
な

い

、
。
カ
今
ま
で
の
謡
須
会
て
も
講
師
の
話

が
終
わ
る
と
質
疑
応
答
も
な
く
、
そ

の
ま
ま
帰
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は

風
は
起
こ
ら
な
い
の

て
は
な

い
か
と

思
う
。
も
っ

と
方
法
を
変
又
、
金
の

か
か
ら
な
い
効
果
の
あ
る
風
お
こ
し

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
3

例
え
は
、

似
秀
な
農
家
の
人
に
要
・
し
い
た
け

・

た
ば
こ
・
き
ゅ
う
り
・
畜
産
な
ど
各

部
門
の
話
を
し
て
も
ら
い
、
農
業
生

産
の
向
上
安
定
と
収
入
増
加
に
つ
な

げ
た
ら
と
思
う
が
町
長

の
号
え
を
伺

、-）、
0

し

／

し

◎
風
お
こ
し
に
つ
い
て

燥
の
想
い
も
限
界
に
近
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
平
成
四
年
度
着
工
を
強
く

迫
ら
れ

て
お
り
、
そ

の
意
味
で
の
タ

イ
ム
リ
ミ
ー
ト
は
六
月
と
も
い
え
ま

す
。鋭
意
問
題
に
と
り
く
み
住
民
理
解

を
得
る
努
力
を
し
、
こ
の
こ
と
に
決

着
を
つ
け
た
い

心
境
で
あ
り
ま
す
。

関
係
機
関
、
住
民
各
位
の
こ
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

以
上
を
も

っ
て
所
信
表
明
を
終
わ

り
ま
す
。

町
長
は
風
の
博
物
館
建
設
に
意
欲

的
で
あ
る
が
、
私
達
に
は
余
り
ヒ

ン

と
く
る
も
の
が
な
い
。
博
物
館
は

一

度
見
れ
ば

二
度
は
見
た
く
な
い
し
、

経
費
も
要
る
。
又
、
人
も
配
置
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
臆
川
に
は
き
れ
い

な
川、

ダ
ム
が
あ
る
。
豊
か
な
自
然

が
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
金
を
か
け

て
も
他
所
が
真
似
て
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
自
信
の
も
て
る
も
の
で
あ
る

と
思
う
。

丸
山
公
園
、
鹿
鳴
薗
、
鹿

野
川
慮
地
な
ど
、
春
だ
け
て
な
く
年

中
花
の
咲
く
工
夫
を
し
て
、
年
中
観

光
客
か
来
る
方
策
を
実
現
し
た
ら
と

思
う
が
町
長

の
号
え
を
伺
い
た
い
。

〔町
長
〕

こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、

研
信
表
明
を
も
っ
て
零
＝
弁
に
代
え
さ

甘
て
い
だ
だ
き
た
い
心
境
で
あ
り
ま

汀
か
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で

今
後
の
肱
川
町
の
振
興
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

ど
う

し
て
も
私
達
自
ら
が
発
奮
し
て
や
っ

て
い
か
な
け
机
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
か
風
お
こ
し
で
団
る
訳
で
あ
り
吉

し
て
、
短
絡
的
に
金
も
う
け
だ
け
の

話
で
あ

nば
そ
机
ぞ
机
産
業
団
体
で

ゆ
っ
て
い
だ
だ
け
机
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
芍
。

心
に
風
を
お
こ
芍
こ
と
に
よ
っ
て

い
ろ
ん
な
、
様
閃
な
変
化
に
つ
な
げ

て
い
き
、
発
展
の
原
動
力
に
し
て
い

き
だ
い
と
い
う
の
が
風
お
こ
し
で
あ

り
弐
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
関
心

◎
風
の
博
物
館
構
想
に
つ
い
て

◎
製
材
所
の
開
設
に
つ

い
て

巳
次
第
に
出
来
つ

□あ
る
と
信
じ
て

お
り
ま
可
し
、
一
に
い
な
く
て
は
い

11

な
い
の
で
、
今
後
共
こ
虚
力
を
得
て

置
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
汀
J

汎
山
公
園
等
は
永
年
の
努
力
に
よ

り
出
来
て
お
り
ま
可
J

こ
う
し
だ
素

聞
ら
し
い
ビ
の
が
肱
川
町
に
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
び
し
、

こ
意
の
ご
と
く
年
中
花
の
咲
く
よ
う

な
状
況
づ
く
り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と

も
目
標
に
し
て
お
り
ま
し
て
、
ご
意

見
と
全
く
変
り
ら
な
い
気
持
ち
で
あ

り
ま
汀
が
、
風
の
隅
物
館
に

□き
杖

し
て
は
、
単
な
る
古
い
物
を
展
不
汀

る
だ
け
で
な
く
、
肱
川
町
全
体
の
風

景
ゆ
い
ろ
ん
な
施
策
に
連
動
し
て
い
っ

て
ユ

ニ
ー
ワ
な
も
の
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
こ
理
瞬
い
だ
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
げ
。

ト
ニ
月
定
例
会
の

S
議
員
の
質
間

に
対
す
る
答
弁
の
中
で
、
町
長
は
製

材
所
に
つ
い
て
積
極
的
な
こ
意
見
を

述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を

伺
い
た

い
。
又
、
町
内
に
は
製
材
所

か
無
く
、
住
民
は
大
変
不
便
を
来
し

て
い
る
し
、
木
材
に
付
加
価
値
を
つ

け
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
活

性
化
に
も
な
る
と
思
つ
の
で
、
是
非

弔
急
に
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

町
長
の
芸
え
を
伺
い
た
い
。

〔
町
長
〕

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

永
ら
く
前
か
ら
念
願
し
て
お
り
ま
す

11机
ど
も
、
い
ろ
ん
な
事
業
指
定
の

中
で
ゆ
っ
て
い
く
考
え
方
、
あ
る
い

は
ま
た
、
将
来
を
考
え
て
あ
る
程
度

の
規
模
を
当
初
か
ら
想
定
し
て
や
っ

て
い
く
考
え
方
等
が
あ
り
ま
し
て
、

ま
だ
発
足
び
る
に
至
っ
て
お
り
ま
甘

ん
，
私
の
考
え
方
は
、
余
り
理
想
的

な
考
え
方
で
は
な
く
、
一
番
最
低
の

状
態
か
ら
出
発
し
た
ら
い
い
と
考
え

て
お
り
弐
げ
。
全
剖
自
動
化
し
て
人

手
が
い
ら
な
い
よ
う
な
立
沢
な
施
設

を
造
っ
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
材

木
か
足
り
な
い
と
か
、
効
率
が
ど
う

だ
と
か
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
芍
が
、
木
を
挽
く
こ
と
は

ど
こ
か
で
ゆ
ら
な
け
打
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
力
の
無
い
も
の
は
力
の
無

い
な
り
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
で

出
発
し
だ
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

前
勾
か
ら
考
え
て
お
る
訳
で
あ
り
ま

可
。
今
後
共
、
森
林
組
合
と
の
意
志

疎
通
を
図
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
芍
し
、
今
回
肱

川
開
発
株
式
会
社
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
、
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
方
に

な
り
ま
寸
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、

出
来
る
だ
け
早
く
、

そ
う
い
う
方
向

に
も
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
無
水
利
地
区
の
公
設
消
防
施

設
の
整
備
に
つ
い
て

当
町
に
お
け
る
消
防
水
利
は
、
消

火
栓
十
ニ
ヶ
所
、
防
火
水
槽
十
六
基

と
隣
接
町
村
と
比
べ
て
も
少
な
く
、
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C} 四

一
朝
有
事
の
際
に
消
防
力
を
発
揮
す

る
に
は
充
分
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
去
る

二
月
十
二
日
の
上

森
山
の
住
宅
火
災
に
お
い
て
も
、

水

利
を
河
川
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
消
防
署
・
消
防
団
が
到
着

し
て
か
ら

二
十

一
分
間
か
か

っ
て
お

り
、
こ
れ
が
即
現
場
て
水
利
か
確
保

さ
れ
て
お
れ
ば

ニ
ー
三
分
間
で
消
火

活
動
が
出
来
る
訳
で
あ
る
。

同
地
区
を
含
め
町
内
に
は
無
水
利

地
区
か
十

一
地
区
も
あ
り
、
過
疎
化

高
齢
化
の
進
展
も
あ
り
、
今
後
地
域

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
無
水
利
地
区
の
早
期
解
消

は
行
政
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
た
め
、
補
助
規
定
の
見
直
し

等
を
含
め
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
た

、0
”し

〔町
長
〕

現
有
施
設
に

□い
て
は
こ

意
見
の
と
お
り
で
あ
り
ま
百
が
、
消

火
栓
の
十
ニ
ヮ
所
に

□い
て
は
穴
十

汽
ミ
リ
の
消
防
ポ
ン
フ
直
結
の
施
設

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
他
四
十
ミ
リ

五
十
ミ
リ
の
消
火
栓
が
四
部
落
、
三

十
ヶ
所
設
置
さ
机
て
お
り
、
穴
十
一

戸
へ
の
初
期
酒
火
対
策
が
と
ら
机
て

お
り
弐
す
。
そ
打
ら
を
除
き
ま
し
だ

無
水
利
数
は
八
十
五
戸
程
度
に
な
ろ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ば
汀

消
防
水
莉
の
重
要
性
は
こ
意
見
の

と
お
り
で
あ
り
互
し
て
、
今
日
ま
で

そ
机
ぞ
れ
の
努
刀
で
充
実
を
し
て
き

て
お
る
訳
で
あ
り
弐
可
，

工
成
三
年
度
巳
防
火
水
槽
三
ヮ
所

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
土
地
改
良

区
な
ど
で
取
り
祖
ん
て
き
た
町
道
、

農
林
道
等
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、

叉
、
農
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る

生
産
基
盤
整
備
事
業
等
は
、
生
活
ネ
ソ

ト
ワ

ー
ク
と
地
域
の
産
業
担
興
に
大

ぎ
く
貢
献
し
て
ぎ
た
こ
と
は
町
民
の

等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
伴
う

借
人
未
伯
還
額
は
、
農
業
関
係
で
五

億
一
、

一
三
0
万
六
千
円
、林
業
関
係

で
六
、
五
三
八
万
円
、
商
工
関
係

一
億

七、

一
五
七
万
六
千
円
等
、総
額
八
億

四
、
八
―
一
六
万
二
千
円
と
農
林
業
生

産
額
に
も
匹
敵
す
る
頷
と
な

っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
事
聡
計
画
時
点
て

は
f
想
も
し
て
い
な
か

っ
た
農
林
業

事
清
か

一
転
し
て
、
輸
入
農
産
物
に

よ
る
価
格
低
迷
等
の
起
因
に
よ
り
信

遠
金
を
農
外
に
求
め
る
等
、
そ
の
捻

出
に
大
究
苫
応
し
て
い
る
の
か
現
状

て
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
、
本

◎
各
種
事
業
に
伴
う
受
益
者
負

担
金
の
軽
減
策
に

つ
い

て

初
期
消
火
栓
一

ヮ
所
を
設
置
び
る
予

定
に
い
だ
し
て
お
り
ば
す
し
無
水
和
一

地
区
瞬
消
に
町
巳
努
力
し
て
ば
い
り

ば
す
か
、
地
減
課
題
と
し
て
、
そ
机

ぞ
打
の
地
域
に
お
い
て
解
決
の
機
運

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
げ
。

い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
あ
り
ま
し
て

全
顎
町
費
と
い
う
こ
と
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
甘
ん
か
、
許
年

度
よ
り
期
元
負
担
を
軽
減
汀
る
こ
と

と
し
て
お
り
杖
汀
゜

来
の
目
的
で
あ
る
は
ず
刀
道
路
を
生

か
し
、
又
、
生
産
基
盤
を
生
か
し
‘

基
幹
産
業
の
農
林
業
を
生
業
と
し
て

や
ろ
う
と
す
る
発
想
意
欲
も
中
々
湧

＜
余
裕
も
な
い
訳
で
あ
り
、
風
お
こ

し
に
も
中
々
つ
な
か
ら
な
い
の
が
現

実
て
あ
ろ
う
か
と
思
う
も
の
て
あ
る
。

肱
川
町
の
風
光
明
媚
な
、
4

ハ
三

・

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
恵
ま
れ
た
自
然
、

山
林、

基
盤
整
備
を
進
め
て
き
た
農

地
を
荒
廃
せ
す
し
て
次
代

へ
継
承
し

て
い
く
こ
と
に
も
危
惧
の
念
を
抱
く

今
日
で
あ
る
。
こ
い
ら
各
種
借
入
金

の
負
担
解
消
策
も
当
面
の
課
題
て
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
て
公
共
性
の
高

い
事
業
、
平
成

一
一年
度
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
い
る
過
疎
地
域
店
性
化
事
業

等
の
地
元
負
担
の
軽
咸
、
利
子
補
給

等
の
考
え
は
な
い
か
町
長
の
所
見
を

ヽ
こ
‘

°

ー
↑
し

司,1 〔町
長
〕

数
字
に

□い
て
は
、
調
査

時
点
あ
る
い
は
内
容
把
屋
の
考
え

万
に
よ
っ
て
笈
い
っ
て
く
る
訳
で
す

が
、
一
」
意
見
の
よ
う
に
葬
常
に
多
顎

の
負
贋
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り

弐
び
3

町
の
方
で
、
そ
う
い
う
観
点

で
み
て
み
ま
び
と
、
二
坦
改
良
も
大

分
返
済
が
済
み
、
現
在
＿

一億
八
千
八

百
万
円
糎
度
と
な
り
ま
し
だ
か
、
町

が
償
還
し
て
い
る
分
を
引
き
弐
び
と
、

八
十
穴
件
、
二
塵
二
千
万
円
程
度
で

あ
り
ま
寸
り
ま
だ
、
林
業
関
係
は
約

一
憶
三
千
万
円
、
共
同
施
設
的
な
も

の
は
約
一
憶
爪
千
万
円
、
小
規
模
基

盤
整
備
的
な
も
の
約
四
百
万
円
で
、

公
的
な
意
昧
合
い
の
大
き
い
も
の
は

合

n甘
て
五
璽
一
千
八
百
万
円
程
度

で
⑰
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
汀
3

そ
の
他
自
家
経
営
貨
金
等
の
惜
入
机

を
含
め
弐
び
と
こ
説
明
の
よ
う
な
数

字
に
な
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
り
町
で
は
各
種
事
業
に
対
汀

る
捕
助
金
、
分
担
金
の
見
直
し
を
行

い
、
新
年
度
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
も
の

の
負
旦
軽
減
を
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ば
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
厳
し
い
情
勢

で
あ
り
ま
げ
の
で
事
業
の
選
択
、
設

備
投
資
を
慎
重
に
、
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
も
ら
い
だ
い
巳
の
と
思
っ
て

お
り
ポ
万
Q

分
旦
金
の
引
き
下
げ
、

連
紹
道
・
基
幹
林
道
へ
の
路
線
追
加

こ
う
い
っ
だ
こ
と
で
公
共
性
の
高
い

路
線
に
つ
い
て
の
負
囮
金
を
零
に
す

る
自
置
も
新
年
度
に
お
い
て
五
路
線

実
施
び
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
過
疎
地
域
活
性
化
事
業
の
地

元
負
阻
の
軽
減
で
あ
り
ま
び
が
、
こ

机
に
つ
い
て
は
過
諒
五
の
適
用
を
受

11る
だ
め
に
事
業
計
国
を
立
て
て
お

る
訳
で
し
て
、
辺
地
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
は
事
業
の
適
用
を
受
け
て
ま
い

る
訳
で
可
か
、
ひ
と
つ
の
法
律
に
適

用
さ
甘
る
だ
め
の
事
業
計
両
で
あ
る

訳
で
り
か
ら
、
特
別
な
考
え
万
を
巳
っ

て
対
応
す
る
考
え
は
も
っ
て
お
り
ば

甘
ん
辺
地
事
業
、
過
諒
事
業
、
い

ろ
ん
な
形
で
事
業
計
固
を
立
て
団
し

て
、
そ
机
ぞ
い
の
巳
の
に
三
て
は
め

な
か
ら
事
業
の
罹
進
を
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
こ
理
賑
い
だ
だ
き
だ
い

と
思
い
ば
す
し

◎
肱
川
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

制
定

―

六
月

一
日
か
ら
第

一
―
•

第
四
土
曜

日
に
役
場
が
休
み
と
な
る
た
め
休
日

が
定
め
ら
れ
た
。

c
肱
川
町
有
代
替
自
動
車
施
設
の
設

置
及
び
管
理
運
営
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

J

R
‘ハ

ス
鹿
野
川
ー
白
石
線
廃
止

に
伴
い

、
旧
伊
予
鉄
‘ハ
ス
路
線
と
併

せ
て
、
町
営
代
替
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た
。

※
鹿
野
川
ー
植
松
間
は
河
辺
村
が
運

行
す
る
。

◎
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議

長

十
八
万
ニ
ャ
円
に
。

副
議
長

t
四
万―

一千
円
に
。

議

員

ト
ニ
万
四
千
円
に
。

（
月
額
）

◎
肱
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

委

員

長

二

十
二
万
二
千
円

に。

委

員

t
九
万
六
千
口

に
。

（年

額）

沖山
崎

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

肱
川
町
大
和

肱
川
町
白
石

猶
幸
氏
一
氏
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田 区 (10)

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正各
種
委
員
等
の
報
酬
等
の
改
正

◎
肱
川
町
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

日
額
六
千
―
――
百
六
十
円
に
。

◎
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

町

長

六

十
万
八
千
円
に
。

助

役

五
十
二
万
五
千
円
に
。

収
入
役

四
十
八
万
九
千
円
に
。

◎
肱
川
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

給
与
月
額
四
十
七
万
七
千
円
に
。

◎
肱
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

郡
内
町
村
と

の
均
衡
を
図
る
た
め

給
与
改
定

'
◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

日
当
及
び
宿
泊
費
の
改
定
を
し
た
。

◎
肱
川
町
農
業
資
料
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正
（
他
関
連
条
例
改
正
二

件）名
称
を
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
に
改

正
。
◎
肱
川
町
火
葬
場
使
用
料
条
例
の
一

部
改
正

五
千
五
百
円
に
。

◎
職
員
の
休
日
、
休
暇
な
ら
び
に
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

六
月

一
日
か
ら

、
第
二
•
第
四
土

曜
日
閉
庁
（
役
場
）
に
伴
う
も
の
。

春の全国交通安全運動

(5月11日～20日）

農作業賃金目安表

※他関連条例改正一件

◎肱川町地域振興事業費補助金

及び分担金条例の一部改正

農業基盤整備及び農地等災害

復旧関連条文を加える。

◎町営林道開設事業の経費の賦

課徴収に関する条例の廃止

他の条例に包含。

◎肱川町道路線の認定

町道十路線

農道一路線

林道二路線

◎肱川町辺地総合整備計画の策

定

平成二年度ー六年度五ヶ年

間。事業費総額七億八百二十万

円。

◎平成二年度各会計補正予算

（五件）

◎平成三年度各当初予算

（五件）

※金額等詳しくは4ー5ペー

ジ

◎河辺川ダム建設問題について

（中間報告）

項 目 区分 賃 金

水 春田おこし(10a当り）
山田 10,000円

沖田 8,000円

田 しろかき(11) 8,000円

作

すきかき(Ii) 12,000円

田植機(11)
6,500円

業

I 

稲刈り（パイソダー）（11)

8,000円

9,000円

| —一般農作業 ( 1 日当り）
男 6,000円

女 4,000円I

錦鯉を放流する中野小の児童たち

標準小作料

農亭疇り料畠 備

二閂二星“̀：ぃ生産賊（水稲420kg)
----------------------------------

15'0001 J-,'!.'より炭腐fのやや劣るところで耕
連機、パインダー利）i1可能な1:1地

生産拭（水稲340kg)

4,000円1瓜閾図ぶ醤外蘇喜直五直

畑については、主たる作物の選定がむずかしく 、標
準小作料の設定はしない。

平成元年12月15日改定(10a当り ：円）

上

田I中

畑

下

考

注意 ：金額は、作付面積当りですので畦の部分は除きま
す。

卒
業
記
念
に
錦
鯉
を
放
流

（中

野

小

学

校

）

農
業
委
員
会
三
月
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
三
年
度
の
農
作
業
賃
金
の

目
安
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
賃
金
は
あ
く
ま
で
も

目
安
で
す
の
で
、
地
区
の
慣
習
や
本

人
の
能
力
に
よ
り
合
わ
な
い
場
合
は
、

お
互
い
の
話
し
合
い

で
賃
金
を
決
定

し
て
下
さ
い
。

ま
た
標
準
小
作
料
は
小
作
料
協
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
元
年
度
か
ら
別

表
の
と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

を
百
匹
程
で
す
。
今
後
は
こ
の
鯉
が

小
藪
川
に
棲
み
つ
く
よ
う
大
切
に
見

守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

三
月
二
十
日
中
野
小
学
校
の
六
年

生
の
児
童
全
員
で
、

小
藪
温
泉
横
の

小
藪
川
に
錦
鯉
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
六
年
生
の
卒
業
記

念
に
と
、
ま
た
、
小
藪
温
泉
を
訪
れ

る
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
と
と

も
に
、
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

児
童
た
ち
は
、
養
魚
場
か
ら
現
地

ま
で
運
ば
れ
て
来
た
錦
鯉
を
バ
ケ
ッ

で
放
流
先
ま
で
運
び
、
ぎ
れ
い
な
錦

鯉
に
見
と
れ
な
が
ら
放
流
し
て
い
ま

し
た
。
放
流
さ
れ
た
錦
鯉
は
、
大
き

い
も
の
は

三
十
セ
ソ
チ
、
大
小
の
鯉

肱川町消防団新役員紹介

このほど下記のとおり新役員が決まりま したので紹介

します。住民の生命、財産の保護に一致団結し、使命感

を新たにご活躍をいただきます。

肱川町消防団役員名簿

団 長 山下 道教 副団長 森本 正吉

分団 分団長 副分団長 部 長 班 長 団員数

三瀬次男 白尾公男
藤井正 宮本賢孝次 二宮秀— - 堀鳥井和男1 50 
曽根和椴 井上幸山内正、が 越寛

2 寺岡勝信 冨永幸男 竹森高幸 寺尾秋広松田龍明 19 

3 岩田忠義 沖田利雄
山本菊雄 水沼秋高志 今宮政雅司 富永武雄

大塚芳行 冨永雄源田幸
45 

中野孝廣 安川哲生
桜田和明 森谷 孝吉渦治 上田英 • E井邦光4 45 
吉田博和 本 北川敬恒

5 藤田重量 浅野卓麿 清水公健 東大森廣利幸幸 森岡り｝ 今井輝雄 28 

定員237名
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盲
導
犬
を
伴
う
視
覚
障
害
者
の
—
~

施
設
利
用
に
ご
協
力
を

ー
近
年
、
障
害
者
の
社
会
参
加
が
進

む
中
で
、
盲
導
犬
を
伴
う
視
覚
障
害

者
が
、
公
共
施
設

・
公
共
交
通
機
関

を
は
じ
め
、
旅
館

・
飲
食
店
等
の
諸

施
設
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
か
た
が
た
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の

施
設
を
視
覚
障
害
者
が
利
用
す
る
際

に
断
ら
れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
盲
導
犬
は
、
視
覚
障
害
者
の
移

動
を
助
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
訓
練
に
当
た
っ

は
い

せ
つ

て
は
、
排
泄
等
に
お
い
て
も
厳
し
く

し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
衛
生
上
、

安
全
上
等
の
問
題
に
お
い
て
も
い
わ

ゆ
る
一
般
の
ペ
ッ
ト
動
物
と
は
全
く

異
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
盲
導
犬
を
伴
う
視
覚
障

害
者
が
一
般
社
会
に
と
け
こ
み
、
明

る
＜
生
き
る
た
め
に
も
、
関
係
施
設

は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
1

人
ひ
と
り

が
次
の
こ
と
を
理
解
し
、
温
か
い
手

を
差
し
の
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
盲
導
犬
と
は

◎

盲

導

犬

は

、

歩

行

指

導

を

受

け

た
視
覚
障
害
者
か
、
盲
導
犬
使
用

者
証
を
携
帯
し
、
か
つ
、
白
色
又

は
黄
色
の
ハ
ー
ネ
ス
（
盲
導
犬
用

胴
輪
）
を
つ
け
た
犬
と
歩
く
と
き

に
盲
導
犬
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

そ

れ
以
外
の
場
合
は
盲
導
犬
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎

盲
導
犬
は

シ
ェ
パ

ー
ド
、
ラ
ブ

ラ
ド
ー
ル
、
レ
ト
リ
バ
ー
、
ゴ
ー

ル
デ
ソ

・
レ
ト
リ
バ
ー
等
の
う
ち
、

両
親
と
も
お
と
な
し
い
性
質
で
盲

導
犬
に
適
し
た
も
の
の
子
犬
を
生

ま
れ
た
と
ぎ
か
ら
厳
し
く
訓
練
し
、

し
つ
け
る
た
め
、
他
人
に
ほ
え
た

り
、
か
み
つ
い
た
り
す
る
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
盲
導
犬
の
扱
い
方

◎

盲

導

犬

の

世

話

は

す

べ

て

利

用

者
が
行
う
の
で
、
食
事
の
用
意
や

犬
小
屋
等
の
用
意
は
全
く
必
要
と

し
ま
せ
ん
。

◎

利

用

者

が

客

室

を

使

用

す

る

場

合
、
盲
導
犬
は
洋
室
の
場
合
は
ベ
ッ

ト
の
脇
に
、
和
室
の
場
合
は
、
踏

み
込
み
に
待
機
さ
せ
て
下
さ
い
。

◎
盲
導
犬
は
、
心
理
的
に
は
常
に

視
覚
障
害
者
を
誘
導
す
る
と
い
う

仕
事
を
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
の

で
、
み
だ
り
に
声
を
か
け
た
り
、

口
笛
を
吹
い
た
り
、
手
を
出
し
た

り
し
な
い
で
下
さ
い
。

◎

盲

導

犬

が

体

に

つ

け

て

い

る

胴

輪
は
、
主
人
と
犬
と
の
間
で
、
言

葉
や
気
持
ち
を
交
わ
す
た
め
に
大

切
な
も
の
な
の
で
、
他
人
が
触
れ

る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ

五
月
―
―
十
日
（
日
）

大
洲
市
役
所
本
館

三
階
会
議
室

受

付

時

間

午

前

十

時

ー
午
後
―
―
一
時

場と

所き

玉
＿
知
＿
ら
＿
せ
一

春
の
巡
回
交
通
事
故
相
談

所
の
開
設

、o
し

◎

盲
導
犬
に
他
人
が
み
だ
り
に
食

物
を
与
え
る
こ
と
は
、
折
角
の
し

つ
け
が
だ
め
に
な
る
の
で
絶
対
に

し
な
い
で
下
さ
い
。

◎

盲
導
犬
は
、
排
泄
に
つ
い
て
も

厳
し
く
し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
利

用
施
設
内
を
汚
す
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

万
一
そ
の
よ
う
な
事
態
が

発
生
し
た
と
ぎ
は
、
そ
の
責
任
を

利
用
者
に
求
め
て
差
し
つ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

◎

盲

導

犬

は

、

視

覚

障

害

者

の

第

二
の
目
と
し
て
そ
の
行
動
を
助
け

る
役
割
を
果
た
し
ま
す
の
で
、
通

常
靴
を
は
い
た
ま
ま
出
入
り
で
ぎ

る
施
設
の
場
合
は
、
盲
導
犬
を
主

人
の
座
席
の
横
に
す
わ
ら
せ
る
等

で
き
る
だ
け
主
人
に
付
き
添
わ
せ

る
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
町
民
課
福
祉
係
）

◎◎R①◎①RR 

目が疲れる。体も疲れる。

とくの ③ ② ① にを性体
目‘前勉意よ神画る二部テな長近筋
の部を強をく経面 °メ屋レっく視の
疲屋明の：調をが lをビて続の緊
れ全る時 °整疲ち 卜暗をしけよ張くうそ孔 らテ目 を暗
予体くも すれら ルく見まるうがな目こが光僅レに周見い
防をす同 るさつ 以しるいとに強るので広がかビ入りな部
に明るじ ゜せく 上な時ま本なくのレ水が少なだるが
なる tゞ

、い屋
'---こ なる時 離いはす当りなで、ノ晶りなもけ光暗 で

ま
くけと どのは れ ゜ ‘ °の‘っ‘ズ体まし、のでのし‘ テ

す
すでで にで目 て 近そて毛がとすとです量時 レ

すは。るな目 注‘の 見 視れ仮様薄い ゜瞳 。かは、 ビ―No.＂〈1辺3E)つび九〉⑮
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の
歌
が

流
れ
だ
す
と
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り

で
、
踊
り
家
族
を
笑
わ
せ
て
く

れ
ま
す
。

又
、
毎
日
が
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
の
、
い
た
ず
ら
ぶ
り
で
、

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
元
気
で
、

明
る
い
子
供
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね

。
ゆ
う
た

高
尾
勇
太
く
ん
（
大
屋
敷
）

平
成
元
年
4
月
19
日
生

2

歳

始
め
ま
し
て
ぼ
く
勇
太
で
す
。

よ
ろ
し
く
ね
。

男
子
――
一
人
家
の
中
は
い
つ
も
に

ぎ
や
か
で
す
。

お
母
さ
ん
が
仕
事
を
始
め
た
の

で
い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
ま

す
。仕
事
か
ら
帰
る
と
あ
ま
え
ん
ぼ

う
に
な
り
ま
す
。

お父さん
保さん(40歳）
お母さん
とよ子さん(35歳）

疇
，
1

て
つ
や

て
石
河
哲
也
く
ん
（
上
森
山
）

平
成
元
年
7
月

10
日
生

1
歳
9
か
月

お父さん
健次さん(26歳）
お母さん
敬子さん(26歳）

； 
·、.、·\•、.、.｀n_＿



我
が
国
は
、
平
均
寿
命
八
十
歳
と

い
う
世
界
で
最
も
長
寿
の
国
と
な
り

二
十

一
世
紀
に
は
、
国
民
の
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、
個
人
の
問
題

と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

『
寝
た
き
り
老
人
』
に
な
ら
な
い
で
、

で
き
る
だ
け
最
後
ま
で
健
や
か
に
生

活
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
今
日
か
ら
「
寝
た
き
り
ゼ

ロ
ヘ
の
十
か
条
」
を
連
載
し
ま
す
か

ら
皆
ん
な
で
読
ん
で
い
た
だ
い
て
実

行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
疾
患
の

第
一
位
は
脳
卒
中
（
約
三
割
ー
五
割
）

で
、
第
二
位
が
老
衰
（
約
二
割
）
、
第

学生のみなさん

国民年金の加入手続きはお済みですか

険忘と で な年の
料れな保す加り金学四
をがつ険か入まに生月
まなて料°手し加のか
といいは 続 t~ 入皆ら
めよま月 き すさニ
てうす額 は るん 十
納に ゜九 お こも歳
め‘納千済 と国以
る保め円 み に民上

”
そ
の
一
脳
卒
中
と
骨
折
予
防
は

寝
た
き
り
ゼ
ロ
ヘ
の
第
一
歩

寝
た
き
り
ゼ
ロ
ヘ
の
十
か
条

⑲
 
園 ←• 四 (12)

三
位
は
骨
折
（
約
一
割
）
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
脳
卒
中
と
骨
折
が

寝
た
き
り
の
原
因
の
約
半
分
を
占
め

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
二
つ
の
病
気

を
減
ら
す
こ
と
が
寝
た
き
り
予
防
の

第
一
歩
と
い
え
ま
す
。

脳
卒
中
の
基
礎
疾
患
で
あ
る
高
血

圧
、
動
脈
硬
化、

糖
尿
病
な
ど
の
成

人
病
や
、
骨
折
の
基
礎
疾
患
で
あ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
は
、
ふ
だ

ん
か
ら
、

①
適
度
な
運
動

②
塩
分
を
控
え
バ

ラ
ソ
ス
の
と
れ
た

食
生
活

③
積
極
的
な
余
暇
の
活
用
、
休
養
に

心
が
け
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
成
人
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

完
治
が
困
難
な
疾
病
に
か
か
っ
た

場
合
で
も
「
一
病
息
災
」
の
考
え
方
で
、

病
気
と
上
手
に
付
き
合

っ
て
い
け
ば
、

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
長
寿
を
全
う
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

前
納
制
度
や

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。

ま
た
、
納
付
が
困
難
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
手
続
ぎ
の
と
き
に
申
請
し

て
下
さ
い
。

加
入
等
の
手
続
き
は
、
本
人
の
申

請
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
役
場
の
国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
や
か
な
老
後
の
た
め
に

冨永廣氏 （丸山公園にて）

内閣総理大臣表彰
冨永廣氏

平
成
二
年
一
月
公
益
の

た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附

し
た
こ
と
に
つ
き
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
紺
綬
褒
章
を

授
章
さ
れ
ま
し
た
。

冨
永
廣
氏
は
平
成
二
年

一
月
二
十
六
日
に
、
丸
山

公
園
の
土
地
九
、
三
三
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
と
花
木
な

ど
の
立
木
を
肱
川
町

へ
寄

附
さ
れ
て
い
ま
す
。
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巴` いはつこかでけ重効に汚 う汚、ノな つりフをリルとほ か

げ
ま° ‘きすけ ‘‘曹 果はれ焦゜れジら少けすなこゴたがうしら

鍋参
もた 十かるて根水を的‘のげ をか‘してるどすリゎあ ろか ‘

は
分ねとこ気を ‘で重ひつ お布柔ぐしとでつ焦しりぅし丁

考次 にま ‘すよ含こす曹どい とをららま‘削たげでま鍋‘寧
ほに
ぅ
の 水せ汚りくまう をいた し使かいい鍋りりた慌内をちに
な ょ 洗んれまじせし少使と部 まついのまにと ‘とて,...焦ょ取るでと傷た持
つり
てま
おす
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戸［互 乞：ぷ怠晶主翌＼＼＼＼］王／／／／／［：／／［り／／／／／ ：、五：：。［三卓邑土汽歪

重曹を使ってこする

暮 ら

ワンポイン

しの

卜

， ~ 冒 れ
て
い
ま
す
C

鍋
の
底
の
頑
固
た
焦

げ
つ
き
は
、
無
理
に
お
と
そ
う
と
は

せ
ず
に
、
日
光
に
当
て
て
気
長
に
千

し
ま
す
。
十
日
も
日
に
干
し
て
お
く

と
、
鍋
の
底
の
焦
げ
が
乾
燥
し
て
浮

ぎ
上
が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

鍋
か
ら
は
が
す
だ
け
で
す
。
焦
げ
を

お
と
す
処
理
で
は
、
鍋
を
傷
つ
け
な

い
最
良
の
方
法
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ま
だ
残
っ
て
い
る

『
頑
固
者
』
は
、
鍋
に
水

を
入
れ
て
煮
て
、
日
に
干

す
こ
と
を
何
回
か
繰
り
返

し
、
自
然
に
は
が
れ
る
の

を
待
っ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
う
ろ
う
鍋
に
限
り
ま

せ
ん
が
、
牛
乳
で
鍋
の
底

を
焦
が
し
た
と
き
は
、
タ

マ
ネ
ギ
一

個
を
四
つ
切
り

に
し
、
水
を
少
し
入
れ
て

煮
立
て
ま
す
。
黄
色
い
汁

が
焦
げ
に
つ
い
た
ら
、
ス

ボ
ソ
ジ
で
洗
っ
て
く
だ
さ

い
。
焦
げ
が
一
緒
に
お
ち

ま
す
。
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活 動 計 画 表

活動 目 標 事 業 内 容

1．地域福祉・在宅保健

福祉の推進

1．家庭奉仕員活動の充実

2．給食サービスの実施

3.ベット・車イス・エヤーマ ット等の貸出

4．愛のベル設置

5．老人の社会参加の推進

6．独居・ねたきり老人の援助

7．身体障害者更生会の育成と事業援助

三
月
二
十
九
日
に
、
午
前
中
、
理

事
会
、
午
後
評
議
員
会
を
開
催
し
、

平
成
三
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
及
び
重
点
活
動
目
標
は

次
の
と
お
り
で
す
。

2．専門部会活動の推進 1．ボラソティア部会活動の推進

2．高齢者福祉部会活動の推進

3．青少年児童部会活動の推進

3．低所得世帯の自立更

生の援助

］．援護資金の貸付と更生指導

(1)生活福祉資金

(2)小口貸付資金

2．借入金の償還指導

一
、
基
本
方
針

二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
向

け
、
社
会
福
祉
の
課
題
は
、
益
々
多

様
化
し
福
祉
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ

て
い
る
今
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
重
大
で
あ
り

学
因

n涅
己
四

a国
コ
因
逗

U

（
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
》

4．青少年児童福祉活動

の強化推進

1．青少年の健全育成運動推進

2．子供の事故・非行防止活動

3．子供の社会参加の促進

4．児童図書の援助

5．少年ボラソティア活動への援助

ま
す
。
こ
の
様
な
時
、
関
係
機
関
と
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉

在
宅
保
健
福
祉
事
業
を
基
調
と
し
て

活
動
を
推
進
し
、
福
祉
資
源
の
発
掘

に
努
め
独
居
老
人
、
ね
た
ぎ
り
老
人

等
を
中
心
と
す
る
高
齢
者
問
題
、
障

害
を
持
つ
人
々
の
問
題
、
児
童
母
子

父
子
、
低
所
得
世
帯
等
に
対
す
る
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図

5.ボラソティア活動の

推進

1．環境美化運動推進のための奉仕活動援助

2 ．在宅者の友愛訪問•愛の一声運動の推進

3.ボラソティア研修会参加

6．心配ごと相談事業の

推進

1．心配ごと相談所の充実

2．相談員の研修

3.自宅相談の推進 りa
7．共同募金・歳末たす

けあい募金運動への協

力強化

1．共同募金運動の推進

2．歳末たすけあい運動の推進

り
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

一
層
努
力
し
ま
す
。

8．福祉関係団体との連

携強化

1．福祉関係団体との連携を密にし、福祉の向上

に努める

9．広報活動 1．社会福祉協議会の趣旨普及のため、広報活動

（毎月肱川町広報に記載）

倉藪

松
本
金
次
郎
さ
ん

和
気
幸
次
郎
さ
ん

当
協
議
会
に
、
次
の
片
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。t
 
◎
小
◎
小

社
協
へ
ご
芳
志
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延長された農業交渉
徹底 してねばる各国の農業者

めを→ ④ べ必題 ③ るな決助 ② 的出輸①と次後ー対メ六又ま全て明ガ誓で不
る通 ー ル要を政 ゜問めや削な補入国どのの 立リ渉し体いをッ臭開 l二
゜じ門九でに討治 題る国減交助制内ま考進ソが力にたのた了 卜云かブ月
て旦八空応議的 をか内対渉の限でりえめケ ．っ °再ラ承事ばれの二
交竺九父じすに 先等保象を問‘のま方方 E いし開ウし務 たガ十
渉の年渉てる困 に‘護の行題お戻しを『 声然 C てかを‘ノ‘局、ノ貿ッ六
を枠四ノー高た難 検技を輸うでよ業た示俣］門続なはし確ド中長ヶ易卜日
す組月 1丁 いめな 討術ど出 °具び保 。すしはぎど‘農認交断のル交本、ジ
すみの 。レ‘問 す的う補 休輸護 にて今‘のア業し渉し声・渉部ュ

「ダ
ン
ケ
ル
声
明
」
で

交
渉
再
開
を
確
認

一
方
、
交
渉
継
続
の
た
め
、
ア
メ

リ
カ
政
府
は
議
会
か
ら
与
え
ら
れ
た

注
視
す
べ
き
ア
メ
リ
カ

議
会
の
動
き

ENEVA 

ウルグアイ・ラウンドの交渉再開に際し、

記者会見にのぞむダンケル・ガット事務局長

過
去
四
年
以
上
に
わ
た
る
交
渉
で
、

わ
が
国
政
府
は
、
食
料
安
保
な
ど
農

業
が
果
た
す
様
々
な
役
割
を
重
視
す

る
よ
う
、

一
貫
し
て
主
張
し
て
ぎ
ま

し
た
。
輸
出
国
の
自
由
化
論
だ
け
が

ま
か
り
通
る
な
ら
ば
、
日
本
の
よ
う

な
食
料
輸
入
国
の
農
業
が
生
き
残
る

こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
か
ら

で
す
。
わ
が
国
政
府
の
強
い
主
張
が
反
映

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
食
料
安
保
な

ど
を
配
慮
す
る
と
し
た
「
中
間
合
意
」

の
枠
組
み
の
な
か
で
交
渉
を
進
め
る

こ
と
を
、
「
声
明
」
は
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
重
要
な
足
が
か
り
に
し
て
、

政
府
は
今
後
の
交
渉
へ
の
ぞ
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
輸
出
国
の
反
発

は
依
然
弱
ま
っ
て
お
ら
ず
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

交
渉
権
限
の
延
長
が
必
要
と
な
っ
て

ぎ
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
・

ト
ラ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
こ
の
権
限
は
、
交
渉

の
合
意
内
容
を
議
会
に
修
正
さ
せ
ず
、

速
や
か
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の
「
特

急
券
」
の
よ
う
な
も
の
。

こ
の
特
急

券
の
有
効
期
間
が
五
月
末
で
切
れ
る

た
め
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は

一＿一月
一

日
に
二
年
間
の
延
長
を
議
会
へ
へ
要

請
し
ま
し
た
。

こ
の
日
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会

が
こ
の
延
長
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
、

世
界
中
の
関
係
者
の
注
目
が
集
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
ア
メ
リ

カ
政
府
が
延
長
で
き
な
け
れ
ば
、
た

と
え
ラ
ウ
ソ
ド
の
場
で
合
意
し
て
も
、

議
会
が
反
対
し
て
こ
れ
を
認
め
ず
、

政
府
が
国
際
的
な
約
束
を
守
れ
な
い

こ
と
も
有
り
得
る
た
め
、
他
の
国
が

真
剣
に
交
渉
へ
応
じ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
ラ
ウ
ソ
ド
が
失
敗

す
る
危
険
が
あ
り
、
ダ
ソ
ケ
ル
事
務

局
長
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
へ
の
対
策

と
し
て
、
先
の
「
声
明
」
を
発
表
し
、

交
渉
の
進
展
を
内
外
に
印
象
づ
け
よ

う
と
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
交
渉
権
限
の
延
長
を
め

ぐ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
や
農
業
団

体
な
ど
で
は
、
意
見
の
対
立
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
与
党
共
和
党
系
の
農
業

団
体
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム

・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

貿
易
の
自
由
化
で
恩
恵
を
う
け
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
団
体
、
お
よ
び

精
米
業
者
協
会
(
R
M
A
)
な
ど
は
延

長
に
賛
成
。
し
か
し
、
ウ

ェ
ー
バ
ー

（
自
由
化
義
務
免
除
）
と
呼
ば
れ
る
特

権
を
ガ
ッ
ト
に
認
め
さ
せ
、
ぎ
び
し

世界中の関係者が注目するアメリ カ

議会の動き

い
輸
入
制
限
で
守
ら
れ
て
き
た
酪
農

製
品
、
落
花
生
、
砂
糖
、
綿
花
な
と

盛
り
上
が
る
農
業
者
の
意
思
反
映
活
動

米
た
け
で
な
い
、
心
配
さ
れ
る
打
撃
の
ひ
ろ
が
り

農
産
物
貿
易
の
い
っ
そ
う
の
自
由

化
は
家
族
経
営
農
家
の
存
続
を
困
難

に
す
る
こ
と
を
、
世
界
各
国
の
農
家

は
承
知
し
て
い
る
の
で
す
。
自
分
逹

の
利
益
を
守
る
た
め
、
徹
底
し
て
ね

ば
っ
て
い
る
の
は
日
本
の
農
家
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ス
イ
ス
で
も
北

欧
諸
国
で
も
農
家
の
声
を
政
府
や
議

会
を
通
じ
て
ガ
ッ
ト
ヘ
反
映
さ
せ
よ

う
と
す
る
活
動
は
強
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
様
々
な
課
題
を
協
議
す
る

農
業
交
渉
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
、
わ
が
国
で
も
米
の
生
産
農

家
だ
け
で
な
く
、
関
税
の
引
き
下
げ

や
動
植
物
の
輸
入
検
疫
の
簡
略
化
に

よ
っ
て
深
刻
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

畜
産
・
酪
農
・
青
果
・
花
ぎ
な
ど
の

生
産
農
家
の
間
で
も
、
ラ
ウ
ソ
ド
交

の
団
体
は
、
輸
入
制
限
の
緩
和
を
恐

れ
、
延
長
に
強
く
反
発
し
て
い
ま
す
。

渉
へ
の
関
心
と
危
機
感
が
強
ま
っ
て

き
ま
し
た
。

農
業
交
渉
は
、
今
後
五
月
頃
ま
で

は
、
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
討

議
を
進
め
、
本
年
夏
か
ら
年
末
に
か

け
最
終
的
な
決
着
を
め
ざ
す
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
四
年
以
上
に
わ
た

り
展
開
さ
れ
て
ぎ
た
私
逹
の
運
動
は

い
よ
い
よ
正
念
場
の
重
大
な
局
面
に

突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
の
農
協
や
生
産
者
部

会
、
青
年
部
・
婦
人
部
な
ど
は
そ
れ

ぞ
れ
の
総
会
や
研
修
会
に
お
い
て
、

農
産
物
市
場
の
こ
れ
以
上
の
開
放
を

許
さ
ず
、
一
＿一
度
に
わ
た
る
国
会
決
議

を
守
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
特
別
決

議
を
採
択
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
関

係
大
臣
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
等

へ
生
産
者
の
切
実
な
声
を
伝
え
て
い

く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

激
し
く
変
動
す
る
世
界

情
勢
の
な
か
で
、
最
低
限

の
食
料
自
給
を
守
る
こ
と

が
い
か
に
大
切
な
国
民
的

課
題
で
あ
る
の
か
。
一

人

で
も
多
く
の
国
民
へ
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
が
、
私
た
ち
農
業
者
の

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う

/I 

0
 

力
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ライフサイクルに合わし知らぬ間に目的の貯金が出来上がります。

／ 毎月 19,000円 国終1"131,9191'1) "¥ 
4年もの 税引後受取 f定額 984,984円

100 (48回） 毎月 16,000円⑳額年 2!n[20, 0001'J 

万
税引後受収 r定額 984,466円
毎月26,000円 国終1"131,8281'J) 

円 3年もの 税引後受取 r定額 988,367円

コ (36回） 毎月 18,000円⑯額年 21"150. 000I'l 

I 
税引後叉取 r・定額 987,724円
毎月40,000酎 蚊終{nl39,702 I'J) 

ス 2年もの 税引後受収 f定額 991,942円

(24回） 毎月32,000円 （研額年 2ln/50, 0001'」
税ヽ月後受収 f・定額 991,544円

／ 毎月 9,600円 国終／"110,882/'J) 
4年もの 税ヽ月後受収 f・定額 492,418円

50 (48回） 毎月 8,000円 ⑳加I2 Iい110,0001『j

万
菰） I後受収 f・定額 492,234円
毎月 13,000F9国終(n!l5,914!'J)

円 3年もの 税，J|後受収砂ピ約'( 494, 184F9 

コ (36回） 毎月 9,700円国額年 21い120,0001'l

| 税'）|後受収 f・定額 493,968円
毎月20,000円 国終[nll9,85l['J)

ス 2年もの 税引後受取r定額 495,971円

(24回） 毎月 15,000円 (J_1‘,I額介 2i"l30,000l'J 

＼ 税引後受収 f・定額 495,771円

● 上記「増額年 2回」の積立ては、初回に増額分を精立てた場合で計算しています。

積..lL• 毎月し一
掛五戸～～阻凹 5年 (60回） 4年 (48回） 3年 (36回） 2年 (24回） 1年 (12回）

50,000円 3 , 3 0 7 , 2 8 7 円閂閂円 2 , 5 9 7 , 4 7 0 円旦闊） 1 , 9 11 , 8 3 2 円円 1 , 2 5 0 , 3 7 5 門屑 6 1 3 , 0 9 7 閂閂闊円円(3 245 830) (2.557 977 (1 889 467) (1 240 301 (610,479) 

れ（てま れだけ

30,000円
1,984,372 1,558,482 1 , 1 4 7 , 0 9 9 円円 750,225 367,858 
(1 947 499) (1 534 786 (1疇133681) (744 181) (366 288) 

20,000円
1,322,915 1,038,988 7 6 4 , 7 3 3 巴闘円 5 0 0 , 1 5 0 円円 245,239 
(1,298 333) (1 023 191 (755 788) (496 121) (244 193) 

゜
10,000円 6 6 1 , 4 5 7 円円 5 1 9 , 4 9 4 円円 382,366 2 5 0 , 0 7 5 円円 122,619 

(649 167) (511. 596) (377 894) (248 061) (122 097) 

●上記以外にも、いろいろコースがあります。

●昭和63年 4月 1日からの税制改正により、給付補てん金に20％課税されます。

●利回りは0.1％高を適用し、 4.03%（平成 2年 9月17日現在）で計算 しています。

•( ）内は税弓I後受取予定額です。
詳しくは農協の窓口でおたずねくださ い。

事務用・住宅用の区分

●農家に設置されている電話の利用種別（事務用・住宅用区分）

1．農業 所得が年間250万円以下で住居内でご利用の場合

2．商的色彩があり、その規模が大きい場合・

（具体的には）

① 農業に従事し年間の農業所得が250万円を超える場合

② タウンページ（職業別）に掲載する場合

③ ハローページ (50音別）に個人名以外または職業名を併記する場合

| （例）山田太郎（農業）

④ 電話番号が表示された看板・標識等が掲出されている場合

［ 

⑤ ご契約者名が法人名の場合

3．事務用と住宅用の違い

＊回線使用料（月額）

区 分事務用

単独電話 1,750円
共同秘話式 1,450円
電話個別式 1,050円

住宅用

•事務用

山 田 次 郎（農園）

（例） 山 田 太 郎 農 園 (22-0000) 

住宅用

1,150円
950円
650円

4．電話帳への掲載

① 事務用 ・—• タウンページ・ハローページに掲載できる。

（個人名以外の職業名も掲載できる。）

② 住宅用・・ハローページに個人名で掲載できる。

5．事務用から住宅 用への変更方法

① 市町村役場でご契約者の方の所得証明書 をご準 備のうえ、郵送またはNTT

大洲営業所の受付窓□へお申し出下 さい。
② 変更手数料は、無料です。

6．回線使用料の差額分返還

① お申し出の内容に応じ、最高昭和60年 4月 1日

まで遡りご返還させていただきます。

② 昭和60年 4月 1日まで遡りご返還する場合は、

昭和60年度までの所得証明雷 が必要となります。

•お問い合わせは、局番なしの116番ヘ

〒795
大洲市大洲691-1

日本電信電話株式会社

大洲営業所 お客様サービス担当

大
洲
営
業
所
よ
り
連
絡
が
有
り
ま
し
た
の
で
お
つ
な
ぎ
致
し
ま
す
。

電
話
設
置
に
つ
い
て
、
事
務
用
と
住
宅
用
に
区
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
料
金
が
違
い
ま
す
の
で
以
下

区
分
表
を
見
て
も
し
変
更
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら

N
T
T
大
洲
営
業
所
の
受
付
窓
口
ヘ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

電
話
等
の
届
出
区
分
に
つ
い
て
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！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ！ 

！ 

！ 平成 3年3月16日 [．肪訓町森林組合乾椎茸相場表・| i i 肱川土場木材相場表 1． 市 売 日・平 成 3年 3月26日 ！ 
！ 

県森連市より （単位吋当り：円） ！ 
l. 販売数誠 ••120 ケ ー ス 1765.0kg ! 

i長さ：末口径：ス ギ ヒ~ ノ~ キ マツ ；、その他 1．平均 単価 3,780円 ！ 
！ チa•クマガリチョクマガ リ チョク ， 1. 銘柄別単価 ！ 
. 7 cm下本 244本 217 本 360本 262 松 パ ル プ ：ゞ認 柄平“f 8cm上本 252本 172 本 502本 223 末 口 7 cm上 hIII 比鱈粋~ •`}肉:{< iIt (Il1i 比半％ i 
i 4 m l l cm上22,500 -28,500 -18cm上20,500長 さ1.7~1.9m ：大~ ャ：厚 8, 190 1 特用大葉~ 4, 650 1 

！ 
25円／オ ！

1 3 cm 上22 , 000 -49 , 000 -24 cm上25 , SOO ¥．ヰ中 •” 厚：翠， 7 ， 4 6 0 5 , 4 6 0 
! 18 cm上24,100 -50,000 -30cm上40,000 5 

31沼亨特用~ 毛葉;I s. 460 I s I 1 
! 7cm下本 193本 141本 203本 141 雑 パルプ ：小 厚~ 5, 210 6 特犀」ヽ葉~： 4，300 3 ! 

8 cm上本 206本 177本 220 本 195 末口 7cm上 大~ □5:tty:．づを 5, 500 2大パピ 3,310 I 12 、
i 13 m}は責 13,00? ＿ 18,00: -18cm上20,000長 さむ閂1オ ：中ウス 6, 700 5中パレ 3, 690 13 : 

！ 13cm上は） 25, 100 - 45,000 -24叫 24,000バリ材 年小ウス 5, 690 4小バ・レ 2, 940 7 
！ 

!. 18 cm上20,000 41,100 -30cm上 （松・杉・桧） がウ 文 ！ 
4,490 

7 cm下本 90本 一 本 90本 ー 末 口 3~ 6 cm 
6 ・変·恣~ 形 3, 42 0 6 ! 

! 2m8cm上本 160本一 本 160 ー 長 さ 2m ジャミ~ウス 2, 590 6 色落~ヴス 3, 060 1 ! 

！ 
1-6 cm上12,000 -22,000 -13cm上 72 冬·が大~ ー 一 ；色悪~ 1, 950 15 ! 

！ 誓m-Cご古 26,500 76,100 30cm上松バリ材 冬中 ー 一黒子~ 600 4 ! 
! 6 m 18cm上 ―)~ 1136ご悶] 冬會 :{~ ，jヽ ー ーその他 ー一 ！ 
} ‘aa13cm上二）

！ 
4 m 84円

! ‘ ‘13cm上（元） 189 000 1概要 出席商者多く 、全般に活発 な買いと な り、 特に寒子、春子は ！ 
！ 麟を続けていた桧6M材も底入れの感、強含む。 ・ 強保合で推移した。 f 

｀備苺 ！ i 全般に丸太不足から売行良好。
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！ 
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召
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T
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芯
〗
、
名
タ
ケ
精
沐
管
理
冒

も

7
i
t且
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コ
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;
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7子5
t且
ら

tTゲ
且
も

t且
し

47子も
t且
し
且
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シ
イ
タ
ケ
栂
木
の
は
く
皮
被
害
防
止
に
つ
い
て

シ
イ
タ
ケ
猾
木
の
樹
皮

の
部
分
が
か
じ
ら
れ
た
よ

う
に
な
る
被
害
が
、
昭
和

60
年
頃
か
ら
大
洲
地
域
を

中
心
に
南
予
一
帯
で
発
生

し
た
。
平
成
元
年
に
出
先
機
関

と
林
業
試
験
場
で
被
害
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

参
考
に
昨
年
試
験
区
を
設

け
防
除
方
法
の
調
査
を
行
っ

こ。t
 そ
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

査
か
ら
加
害
獣
は
リ
ス
・
コ
ゲ
ラ
等

の
小
鳥
獣
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
ら
の
確
認
と
そ
の
防
除
方
法
を
探

る
。
2

方

法

平
成
2
年
3
月
か
ら

6
月
に
か
け

て
、
大
洲
市
に

2
箇
所
、
野
村
町
に

1
箇
所
試
験
区
を
設
け
た
。

楕
木
は
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
の

1

ー
2
年
生
の
も
の
を
使
用
し
た
。

試
験
区
を
次
の

4
種
類
設
け
て
被

害
状
況
を
比
較
し
た
。

①
楕
場
を
防
鳥
用
ネ

ッ
ト
（目
幅
4

crn
)
で
覆
い
、
更
に
高
さ

(
50crn
)

程
度
の
塀
を
周
囲
に
設
け
た
も
の
。

②
①
の
塀
が
な
い
も
の
。

③
上
部
だ
け
を
防
鳥
用
ネ

ッ
ト
で
覆

っ

た
も
の
。

④
対
照
区
と
し
て
何

も
し
な
い
も
の
。

3

結

果

防
除
を
施
し
た

3

種
類
の
試
験
区
は
、

い
ず
れ
も
同
じ
程
度

被
害
を
受
け
た
。
特

に
、
①
の
方
法
な
ら

被
害
は
防
止
で
き
る

と
思
わ
れ
た
が
、
実

際
に
は
か
な
り
の
被

害
が
あ
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、

リ
ス
に
よ
る
被
害
が

試 験 区

多
か

っ
た
が
、
リ
ス
の
み
で
は
な
く

や
は
り
コ
ゲ
ラ
等
の
加
害
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

4

対

策

昨
年
は、

比
較
的
肱
川
町
で
の
被

害
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
も

し
櫓
場
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は

森
林
組
合
か
役
場
へ
相
談
し
て
下
さ

、0し（
野
生
鳥
獣
は
法
で
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。
）

最
後
に
な
ぜ
リ
ス
が
楕
木
を
か
じ

る
か
に
つ
い
て
森
林
総
合
研
究
所
の

見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
ス
は
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
る
そ
う

で
あ
る
。
リ
ス
は
樹
上
の
実
や
地
上

に
落
下
し
た
実
を
食
べ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
な
く
な
る
三
ー
六
月
に
被
害

が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

リ
ス
は
盲
腸
が
あ
ま
り
発
達
し
て

な
い
の
で
繊
維
質
の
多
い
木
部
は
あ

ま
り
食
べ
な
い
。

し
か
し
猾
木
は
シ
イ
タ
ケ
菌
に
よ
っ

て
そ
れ
が
分
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、

柔
ら
か
く
栄
養
も
富
ん
で
お
り
、
キ

ノ
コ
の
匂
い
も
あ
る
の
で
リ
ス
に
と
っ

て
は
比
較
的
利
用
し
や
す
い
食
べ
物

と
言
え
る
。

リ
ス
全
体
に
シ
イ
タ
ケ
楕
木
を
食

害
す
る
習
慣
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
習
性
を
持
っ
た
個
体
の
採
餌
行

動
を
み
て
学
習
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
が
拡
大
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
そ

の
個
体
を
捕
獲
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
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き
ゅ
う
り
の
定
植

き
ゅ
う
り
の
定
植
適
期
の
苗
齢
は

本
葉
三
・
五
枚
位
の
若
苗
で
す
。
老

化
苗
で
は
活
着
が
遅
れ
て
初
期
生
育

が
弱
く
な
り
ま
す
の
で
定
植
時
期
を

厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

定
植
日
は
で
ぎ
る
だ
け
晴
天
日
を

選
ん
で
行
い
、
そ
の
後
数
日
間
は
晴

天
の
続
く
方
が
初
期
の
根
づ
く
り
が

順
調
と
な
り
ま
す
。
植
え
穴
が
乾
燥

し
て
い
る
場
合
は
定
植
の
前
日
に
植

え
穴
灌
水
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＂

定
植
作
業
は
鉢
根
を
切
ら
な
い
よ

う
に
丁
寧
に
苗
を
扱
い
、
鉢
土
が
見

え
る
程
度
の
浅
植
え
と
し
ま
す
。
ま

た
、
植
え
付
け
部
分
は
若
干
盛
り
上

げ
て
、
株
元
へ
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。
ぅ
定
植
後
は
葉
が
し
お
れ
な
い
う
ち

に
灌
水
を
行
っ
て
鉢
土
と
畦
土
を
十

分
に
密
着
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
数
日

間
は
晴
天
の
午
前
中
に
細
め
な
灌
水

を
行
い
活
着
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
や
干
ば
つ
等
の
天
候
の
影
響

を
受
け
や
す
い
き
ゅ
う
り
の
露
地
栽

培
で
は
、
定
植
の
直
後
か
ら
旺
盛
な

生
育
を
さ
せ
る
こ
と
が
多
収
穫
の
ポ

イ
ソ
ト
で
す
。
わ
が
子
を
育
て
る
気

持
ち
で
初
期
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

水
稲
の
育
苗

浸

種種
籾
を
正
し
く
発
芽
さ
せ
る
た
め

に
浸
種
処
理
を
行
い
ま
す
。
浸
種
の

目
的
は
吸
水
と
籾
ガ
ラ
の
中
の
発
芽

阻
害
物
質
の
除
却
で
す
。
水
温
が
低

い
場
合
に
は
浸
種
時
間
を
長
く
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本

晴
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
の
よ
う
に
発
芽

抑
制
物
質
を
多
く
含
む
品
種
で
は
、

浸
種
中
に
こ
の
抑
制
物
質
が
水
の
中

に
溶
け
出
る
の
で
、
水
を
時
々
更
新

し
て
発
芽
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
種
籾
が
吸
水
飽
和

す
る
ま
で
に
要
す
る
日
数
は
、
水
温

7
℃
で

14
日、

10
℃
で

12
日、

28
℃

で
3
日
程
度
で
す
。
積
算
温
度
100
℃

を
目
安
と
し
ま
す
。
水
温
は
な
る
べ

く
15
℃
以
下
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。
（
表
ー
_
1
参
照
）

露

1

2

法

催

芽催

芽

は

ー

方`

図＇ーエ
[

3

8

：□ェま

数

℃

に
な
っ
た

咋
28

こ[’

も
の
が
よ

韮

日

催

し

い
で
す
。

の
度

8

の

な

し

芽

温

注

で

当

正

幼
芽
が
伸
催

芽
崎
戸

適

炉
二
選
期

び
す
ぎ
た

1

ノ
出

1
/

•

最
ね

一
催
糾
が

一

に
む

も

の

は

出

表

吐

根

屈

種

9

助

幼

播

ノ

芽
率
の
低

四

含
乳
牛
の
乳
房
炎
の
予
防
》

良
質
の
牛
乳
を
生
産
す
る
に
は
、

下
・
出
芽
の
不
揃
い
及
び
根
上
が
り

が
生
じ
た
り
す
る
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

一

、

ゆ

ず

①
訪
花
害
虫
に
よ
る
キ
ズ
果
防
止
の

た
め
、

2
分
咲
き
と

8
分
咲
ぎ
の

時
に
、
オ
ル

ト
ラ
ソ
ナ
ッ
ク
水
和

剤
一

0
0
0倍
を
散
布
す
る
。

②
そ
う
か
病
は
精
品
率
を
下
げ
る
た

め
、
灰
色
カ
ビ
病
の
防
除
と
あ
わ

せ
て
五
月
下
旬
に
ラ
ビ
ラ
イ

ト
水

和
剤
五

0
0倍
を
散
布
す
る
。

二
、
栗

①
夏
肥
と
し
て
、
五
月
下
旬
に
愛
媛

く
り
肥
料
を
一

0
a
当
た
り
三
〇

槌
施
用
す
る
。
目
標
収
量
、
樹
勢

に
よ
っ
て
施
用
量
を
増
減
す
る
。

三
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

〇
受
粉
に
つ
い
て

①
雄
花
の
採
取
方
法

開
花
前
日
の
風
般
上
に
ふ
く
ら
ん

だ
も
の
が
ら
、
花
弁
が
半
開
ぎ
し

た
も
の
や
、
当
日
開
花
し
た
も
の

を
、
夕
方
か
早
朝
に
採
取
す
る
。

②
受
粉
に
つ
い
て

晴
天
で
無
風
の
午
前
中
(
2
0
i
2
5

℃
が
一
番
受
粉
率
が
高
い
）
に
行

う
。

乳
質
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る

乳
房
炎
を
予
防
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
す
。

(
-
）
牛
舎
内
の
衛
生

①
清
掃
状
態
が
悪
く
、
湿
度
が
高
く

換
気
の
良
く
な
い
牛
舎
は
、
乳
房

炎
の
発
生
が
高
い
の
で
、
牛
舎
は

い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
く
。

②
日
光
の
照
射
と
乾
燥
も
細
菌
の
増

殖
を
阻
止
す
る
の
で
重
要
で
あ
る
。

③
糞
尿
の
処
理
は
し

っ
か
り
行
う
。

（
二
）
舎
外
の
衛
生

①
運
動
場
は
排
水
と
乾
燥
を
良
く
す

る
。
時
に
は
生
石
灰
を
散
布
す
る

と
良
い
。

②
出
入

口
に
蹄
洗
水
槽
と
薬
液
槽
を

設
け
る
と
、
乳
房
炎
の
予
防
な
ら

ず
蹄
病
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
。

（
三
）
搾
乳
時
の
衛
生

①
搾
乳
の
順
序
は
、
・
乳
房
炎
に
か

か
っ
た
こ
と
の
な
い
若
牛
・
か
か
っ

た
こ
と
の
な
い
老
牛
・
か
か
っ
た

こ
と
は
あ
る
が
治
っ
た
牛
・
現
在

感
染
中
の
牛
の
順
序
で
搾
乳
す
る
。

②
搾
乳
前
に
乳
房
、
乳
頭
の
消
毒

③
―
頭
一
タ
オ
ル
の
励
行
。
一
頭
毎

の
ラ
イ
ナ
ー
の
消
毒

④
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
励
行

⑤
搾
乳
者
の
手
の
消
毒

⑥
ミ
ル
カ
ー
の
消
毒
と
ミ
ル
カ
ー
の

か
け
過
ぎ
に
注
意
す
る
。

⑦
前
搾
り
の
励
行
。
（
特
に
最
初
の

5
i
6
搾
り
は
乳
中
の
細
菌
数
が

非
常
に
多
い
の
で
、
床
に
搾
り
捨

て
ず
に
、
必
ず
受
け
皿
で
受
け
て

牛
舎
外
に
処
理
す
る
。

⑧
後
搾
り
と
搾
乳
後
の
乳
頭
浸
浸

（
デ
ィ
ピ
ソ
グ
）
を
行
う
。

5
月
10
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

＇
置
璽
瓢
一

5
月
1
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

5
月
2
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
9
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
14
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
15
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

5
月
16
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
21
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
23
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
28
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
29
日
（
水
）
中
津

・
予
子
林
方
面

5
月
30
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定

5
月
1
日
（
水
）
大
屋
敷

・
大
平

5
月
2
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

5

月
8

日

（水
）藤
野
原
•
町

5
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

5
月
13
日
（
月
）
久
保
・
広
常
の

一
部

5
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

5
月
18
日
（
士
）
広
常
・
影
地

5
月
20
日
（月
）森

・
肱
栄
・
硯
・
久
下

上
汗
生

5
月
21
日
（火
）中
津
・
小
倉

5
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

5
月
25
日
（
土
）
正
山
・
中
居
谷
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

5
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

5
月
30
日
（木）
下
敷
水
・
中
敷
水

L
敷
水

・
菟
野
尾
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面 面
俳句教室の開設

第

四

回
生活の詩を俳句にしてみませんか

0期

0場

0講

間

所

師

0申込先

H3年 5月～H4年 3月

肱川町公民館

草苑同人

板倉 勉先生

肱川町公民館

文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表

文
化
芸
能
発
表
会

肱
川
町
文
化
協
会

肱
川
町
文
化
協
会
（
河
野
芙
治
会
長
）

で
は
、
文
化
サ
ー
ク
ル
の
日
頃
の
活
動

成
果
を
広
く
町
内
の
み
な
さ
ん
に
み
て

い
た
だ
こ
う
と
、
「
第
四

回
文
化
芸
能

発
表
会
」
を
、

『一

月
卜
日
（
日
）
に
公
民

一

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

＂

吟
詠
・
詩
舞
・
民
踊
・
少
年
吟
詠
・

[

子
供
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・
大
正
琴
•
青

，

年
団
の
各
グ
ル
ー
。フ
か
ら
、
約
百
五
十

人
の
出
演
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
生
花
教
室
の
作
品

展
示
や
、
展
示
部
門
（
絵
画
・
写
真

・

書
道
・
俳
句
・

川
柳
な
ど
）
グ
ル
ー
プ

”
の
作
品
展
示
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

鹿野川カラオケクラブの合唱

久保カラオケ 大塚さん
名槍日本号
吟河野会長 舞岩田さん

‘ 

合吟「偶成」
予子林少年吟味

第
三
十
三
回
喜
多
郡
連
合
青
年
団
青

年
文
化
祭
が
、

三
月
十
七
日
（
日
）
に
内

子
町
東
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
青
年
団
は
、
「
食
欲
の
な
い
お

は
な
し
」
と
い
う
末
来
劇
を
披
露
し
、

努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、

三
月
十
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

肱
川
町
文
化
芸
能
発
表
会
で
は
、
青
年

団
映
画
製
作
執
行
部
第
一
回
作
品
の

う
た

「
風
の
詩
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

う
た

こ
の
「
風
の
詩
」
は
、
制
作
に
半
年
以

上
も
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
好
評
に
よ
り
、

三
月
三
十
日

（
土
）
に
追
加
上
映
を
公
民
館
集
会
室
で

行
い
ま
し
た
。

青
年
団
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
今
年
度
も
す
ば
ら
し
い
作
品
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

園翠国R口国国旦l
ビデオ映画 「風の詩」

郡青年文化祭

新
役
員
決
ま
る

青
年
団
で
は
、

三
月
二
十
三
日
（
土
）

に
年
度
末
総
会
を
開
き
、
平
成

三
年
度

の
新
役
員
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し

こ
。
t
 

0

団

長

兵

頭

実

〇

副

団

長

松

田

洋
幸

。
II

上

甲

正

子

0

事

務

局

長

大

井

章

裕

0

体
育

部

長

上

仲

伸

―
―

II

副

部

長

石

家

由

起

子

0

文

化

部

長

久

保

寿

男

II

副

部

長

冨

永

美

穂

0

情
宣

部

長

山

本

裕

之

II

副

部

長

寺

中

め

ぐ

み

0

中

央

支

部

長

籐

原

貴

0

正
山
支

部

長

村

上

正

春

新
役
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
活

発
な
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「食欲のないおはなし」の一場面
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薗國旦國旦l
第2回（平成 3年度）

「花づくりコンクール」

1.「お らが庭」の部

2.「プラソター」の部

3.「グループ花壇」の部

平成3年 5月1日～

平成4年2月28日

※申込期限 平成3年6月1日まで

肱川町公民館へ申し込んで下さい。

※期 間

※その他 「グループ花壇」の部は、

花づくりグループ、部落、学校等

集団で花壇づくりをしているグルー

プです。

※
花
い
っ
ぱ
い
活
動

91
の
お
知
ら
せ

一
、
春
ま
き
草
花
の
栽
培
に
つ
い
て

①
栽
培
品
種

・
サ
ル
ビ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
百
日
草
、

孔
雀
草

②
作
業
予
定

・

種

ま

き

四

月

中

旬

ー

・

仮

植

五

月

中

旬

？

・

移

植

六

月

中

旬

i

（
仮
植
作
業
の
節
は
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
）

二
、
パ
ソ
ジ
ー
の
終
わ
っ
た
後
の
プ
ラ

ソ
タ

ー
の
手
入
れ
に
つ
い
て

――

―
 

~
 

ー
一
●-＿

①
土
を
出
し、

太
陽
に

よ
く
当
て
る
。

肥
料
や
ふ
よ
う
土
を
混
ぜ
る
。

i
 ②

プ
ラ

ソ
タ
ー
を
洗
う
。

③
底
に
あ
ら
い
土
や
小
石
を
敷
き
、
よ

く
混
ぜ
た
土
を
入
れ
る
。

/一ー、

神 文
楽楽
．． 
そ獅
の子
他 舞
し、．
ろ鹿
い踊
ろり

、-＿→

郷
土
芸
能
資
料
展

歴
史
民
俗
資
料
館

お
待
ち
し
て
い
ま
す

三
、
苗
か
ら
育
て
て
み
よ
う
と
い
う
方

ヘ

0

サ
ル
ビ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
松
葉
牡

丹
の
種
が
有
り
ま
す
。
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

『
今
年
も
、
い
い
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
。
』

四
月
十

三
日
ー
五
月
末
日

公
国
国
国
因
式

奏カップル紹介傘

⑧⑧t麟
今 岡義博さん（中野）

子さん（旧姓久保）宣

0 0 以 ◎ ◎ま しり 三
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K 

公
民
館
は
、
毎
年
で
す
が

「
公
民
館
運
営
方
針
」
を
た
て
、

そ
の
中
に
重
点
目
標
を
十
六
項

目
あ
げ
て
い
ま
す
。
目
標
が
十

六
も
有
る
の
は
、
多
過
ぎ
る
と

思
う
の
で
す
が
、
公
民
館
が
や

る
べ
ぎ
事
を
分
析
す
る
と
、
こ

う
な
る
の
で
す
。

そ
の
十
五
番
目
に
、
「
生
活
運
動
の

推
進
」
が
あ
り
、
そ
の

三
番
目
に
「
あ
い

さ
っ
運
動
を
す
す
め
よ
う
」
と
い
う
の

が
有
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活

の
中
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
に
、

慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
幼
稚

園

・
小
学
校
で
や
か
ま
し
く
指
導
さ
れ

て
以
来
、
「
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
有

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
公
民
館
の
目
標
で

も
、
十
五
番
目
あ
た
り
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

「
み
の
る
程
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」

と
言
う
こ
と
わ
ざ
に
も
有
る
よ
う
に
、

人
間
歳
を
重
ね
偉
く
な
る
程
、
頭
が
低

く
な
り
た
い
も
の
で
す
。
「
目
下
の
者

か
ら
あ
い
さ
つ
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ん

て
考
え
て
い
る
人
は
、
こ
の
町
に
は
お

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
「
出
会
っ
た

ら
、
相
手
の
人
よ
り
先
に
お
は
よ
う
！
」

公
民
館
は
こ
れ
で
い
き
た
い
。

地
球
上
で
あ
い
さ
つ
の
出
来
る
生
物

は
人
間
だ
け
で
す
。
人
間
の
住
む
町
肱

川
町
を
あ
い
さ
つ
で
い

っ
ば
い
に

し
ま

し
ょ
う
。

公
民
館
の
「
あ
い
さ
っ
運
動
」
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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小
薮
に
別
荘
を
構
え
ら
れ
、
肱
―

~
川
町
の
教
育
文
化
活
動
で
大
変
お
~

i

世
話
に
な
っ
て
い
る
ハ
ン
ト
ソ
ク
}

{
先
生
ご
夫
妻
の
も
と
に
お
い
て
、
-

~
男
女
二
組
の
肱
川
中
学
生
が
ホ
ー

一

i

ム
ス
テ
イ
の
体
験
を
し
ま
し
た

。

~

-

こ

の

体

験

を

と

お

し

て

、

日

頃

{

~
の
生
活
に
な
い
、
新
し
い
何
か
を
~

~
感
じ
た
よ
う
で
す

。

こ
こ
で
、
ハ
ン
ト
ッ
ク
先
生
と
-

-
中
学
生
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

-
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こ
の
春
、
小
藪
で
私
共
は
初
め
て
肱

川
中
学
生

に
よ
る
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
引

き
受
け
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た

二
組

”
の
生
徒
た
ち
と
大
変
楽
し
く
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
男
子

二
名
（

三

月
十

一
日

t
十
四
日
）
、
女
子

二
名
(
+

八
日
ー

ニ
十

一
日
）
の
方
々
も
楽
し
ん

で
く
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

家
か
ら
離
れ
て
、
外
国
の
雰
囲
気
の
中

で
生
活
す
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
の

が
こ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
目
的
で
し
た
。

四
人
は
全
て
中
学
二

年
生
な
の
で
、

英
語
を
沢
山
話
し
て
く
れ
る
と
は
、
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
彼
等

が
常
に
英
語
で
の
表
現
を
心
が
け
て
く

れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
驚
ぎ
で
し
た
。

食
事
は
す
べ
て
洋
風
で
、
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
を
使
い
、
日
本
食
は

一
切
な

し
、
つ
ま
り
ご
飯
も
な
け
れ
ば
お
箸
も
使

わ
な
い
こ
と
を
私
は
提
案
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ

ス
流
に
紅
茶
や
（
そ
の
入
れ
方

を
習
っ
た
り
）
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま

し
た
（
緑
茶
は
な
し
で
す
）
。
夕
食
の
献

立
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

コ
テ
ー

ジ
パ
イ
、
グ
リ
ル
ド
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ポ

テ
ト
チ
ー
ズ
パ
イ
、
ク
リ
ー
ム

チ
キ
ソ
、

ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
な
ど
に
ポ
テ
ト
、
湿

野
菜
、
サ
ラ
ダ
な
ど
。

ま
た
、
朝
食
は
、
目
玉
や
き
、
ス
ク

ラ
ソ
ブ
ル
エ
ッ
グ
、
ポ

ー
ク
ビ
ー
ソ
ズ

な
ど
を
ト
ー
ス
ト
の
上
に
の
せ
た
も
の

で
す
。
彼
等
は
全
員
こ
の
慣
れ
な
い
食

事
に
よ
く
対
応
し
、
時
に
は
お
代
わ
り

も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー

ク
を
上
手
に
使
い
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

も
大
変
立
派
で
常
に
礼
儀
正
し
か

っ
た

で
す
。
食
後
に
は
、
食
器
洗
い
も
手
伝

っ

て
く
れ
ま
し
た
。

tT.1-‘こ
冒

4
字
り
丞
国
＠
且
国
心
山

肱
川
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

小
薮
バ
ン
ト
ッ
ク
さ
ん
宅

~ 

バントックさん夫妻

夜
に
は
、
宿
題
を
す
ま
せ
た
牛
徒
た

ち
と
興
味
深
い
会
話
を
し
ま
し
た
（
英

語
と

日
本
語
で

）
。

ス
ク
ラ
ブ
ル
ゲ

ー

ム
も
し
ま
し
た

（
碁
盤
状
の
マ
ス
目
の

中
に
英
単
語
を
作
っ
て
い
く
ゲ
ー
ム
で

す
）
私
た
ち
よ
り
も
高
い
得
点
を
取

っ

た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
ま
た
ユ
ニ
ー
ク

な
ド
ラ
ゴ
ソ
を
描
い
て
く
れ
た
り
、
英

国
国
歌
「
ゴ
ッ
ド
セ
イ
ブ
ザ
ク
ィ
ー
ソ
」

を
ト
ラ
ソ
ペ

ッ
ト
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で

演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ホ

ー
ム
ス

テ
イ
か
ら
次
の
よ

う
な
良
い
結
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

a
生
徒
た
ち
は
、
海
外
に
行
か
な
く
て

も
イ
ギ
リ
ス
風
の
生
活
を
体
験
で
き

こ
。
f
 

b
英
会
話
の
練
習
を
し
た
り
、
そ
の
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

C

真

に
日
本
的
な
も
の
は
何
か
、
何
が

日
本
的
で
な
い
か
を
は

っ
き
り
と
学

ぶ
こ
と
が
で
ぎ
た
。

d
彼

等
は
、
お
そ
ら
く
家
庭
や
家
族
の

有
り
難
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

e
私
共
ホ
ス

ト
側
も
肱
川
の
生
活
に
つ

い
て
数
々
を
学
び
、
こ
の
町
に
新
し

い
友
人
た
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
続
け

て
い
ぎ
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
私

共
は
肱
川
町
と
肱
川
の
人
々
が
大
好
き

で
す
。
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
若
い
人
々

が
、
肱
川
町
が
有
し
て
い
る
沢
山
の
優

れ
た
点
を
認
識
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
将
来
の
町
の
繁
栄
は
こ
れ

ら
の
若
い
人
々
の

心
に
か
か

っ
て
い
ま

す
。

鮎
論
と
し
て
、
今
日

の
試
み
は
胸
が

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
素
間
ら
し
い
休

験
て
し
た
。
肱
川
町
沖
び
に
肱
川
中
学

校
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
卜
げ
ま
す
。

ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

京

子

・
バ
ソ

ト

ッ
ク

*
＊
*
＊
*
*
＊
*
＊
*
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ヘ
行
っ
て

三
年
二
組

上

岡

茂

樹

「
今
度
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
た
い

と
思
う
人
は
、
紙
に
書

い
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。」

と
言
わ
れ
た
と
き
僕
は
、
す
ぐ
に
名
前

を
書

い
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
ん
な
機

会
は
、
め

っ
た
に
な
い
と
思

っ
た
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
数
日
後
、
僕
と
藤
原
君

に
決
ま
っ
た
。
僕
達
は
十

一
日
が
早
く

こ
な
い
か
と
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
十

一
日
が
き
て
、
バ
ン
ト

ッ

ク
さ
ん
の
家
に
入
っ
た
と
き
、
緊
張
し

て
、
ガ
チ
ガ
チ
だ
っ
た
。
し
か
し
、

バ

ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
だ

ん
だ
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
て
、
普
通

の
生
活
を
し
て
い
る
み
た
い
で
楽
し
く

活
動
で
き
た
。
初
め
に
、
名
前
と
住
所
、

ど
ん
な
教
科
が
好
き
か
と
聞
か
れ
た
。

そ
れ
に
、
バ
ソ

ト

ッ
ク

さ
ん
は
、
龍
が

と
て
も
好
き
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
部
屋
を
見
渡
す
と
ど

こ
も
か
し
こ
も
龍
の
置
き
物
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。
食
事
の
時
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
マ
ナ

ー
や
昔
の
話
な
ど
を
く
わ
し

く
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
食
事
が
終
わ

る
と
、
食
器
の
片
付
け
を
し
た
。

そ
れ

が
終
わ
る
と
、
宿
題
の
時
間
で
、
僕
達

は
、
宿
題
を
手
早
く
す
ま
せ
て
、
藤
原

君
と
、
話
を
し
て
い
た
。

「
や
っ
ば
り
来
て
よ
か
っ
た
な
あ
。
」
と

二
人
で
言

い
合

っ
て
い
た
。
宿
題
が
終

わ
る
と
、
今
度
は
、
全
員
で
質
問
し
た

り
す
る
時
間
で
僕
達
の
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
は
奥
さ
ん
が
通
訳
し
て
く
だ
さ
る

の
で
わ
か
り
や
す
か

っ
た
。

次
の
日
、
愛
媛
新
聞
の
方
が
来
て
い

て
色
々
と
質
問
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

手
違
い
が
あ
っ
た
ら
し
く
本
当
は
、

三

泊
四
日
な
の
に

二
泊

―――

日
と
僕
達
が
聞

い
て
い
た
の
で
話
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
の
だ
が
、
僕
達
が

「
ど
う

せ
な
ら
長
く
い
さ
せ
て
も
ら

っ

た
ら
い
い
ん
で
す
が
。
」

と
言
い
、
バ
ソ
ト

ッ
ク
さ
ん
も

0

k
し

て
く
だ
さ
り

三
泊
四
日
と
て
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。
み
ん
な
は
、
行
け
な

か

っ
た
の
に
気
の
毒
だ
と
思
っ
た
く
ら

ヽ
s
)
0

l
>

ナ僕
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
け
て
幸

せ
だ
っ
た
。
あ
の

三
泊
四
日
は
、
僕
に

と
っ
て
最
高
の
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。

食事は全部洋風で
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三
年
一
組

兵
頭
明
日
美

バ
ソ

ト

ッ
ク
家
に
入
っ
て
、
初
め
に

驚
い
た
こ
と
は
、
龍
の
置
き
物
が
い
た

る
所
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
バ
ソ
ト
ッ

ク
さ
ん
に
よ
る
と
七
百
匹
く
ら
い
は
あ

る
そ
う
で
す
。
私
達
の
使
っ
た
部
屋
に

も
百
く
ら
い
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ほ
ど
で
驚
く
よ
り
は
感
心
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

私
は
、
全
部
英
語
で
答
え
た
り
言
っ

た
り
す
る
、
と
先
生
に
聞
い
て
い
た
の

で
、
玄
関
の
戸
を
開
け
る
の
に
少
し
と

ま
ど
い
ま
し
た
が
、
奥
さ
ん
に
、

4
-
5

ほ
ど
通
訳
し
て
も
ら
っ
た
の
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
で
も
、
次
の
日
か
ら
少
し

ず
つ
、
私
達
が
言
う
ま
で
通
訳
を
や
っ

て
も
ら
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

＂
バ
ソ

ト

ッ
ク
先
生
は
、
私
達
に
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か

も
く
り
返
し
て
同
じ
こ
と
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
先
生
が
お
っ

私
の
英
語
体
験

し
ゃ
る
こ
と
の
意
味
は
、
単
語
を
並
べ

て
み
る
と
な
ん
と
な
く
分
か
る
の
で
す

が
何
と
答
え
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
結
局
私
が
し
ゃ
べ
っ
た
の
は

「
Y
es
,P
l
e
a
s
e」
と
か
「
N
o
,t
h
a
n
k
y
o
u
」

が
多
い
よ
う
で
し
た
。
反
対
に
浅
野
さ

ん
は
、
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
浅
野
さ
ん
の
に
私
は
合
わ
せ
て
、

う
ん
う
ん
と
う
な
ず
く
だ
け
、
と
い
う

感
じ
で
し
た
。

二
日
目
の
夜
に
、
浅
野
さ
ん
と
私
は
、

ト
ラ

ソ
ペ
ッ

ト
と
ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト
で

「
イ
ギ
リ
ス
国
歌
」
と
「
マ

リ
ソ
シ
テ
ィ
ー
」

の
二
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
二

人
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て

三
年
二
組

藤

原

孝

行

僕
に
と
っ
て
英
語
は
、
大
好
き
な
教

科
で
は
あ
る
が
、
成
績
は
あ
ま
り
良
い

方
と
は
言
え
な
い
。
実
際
に
外
国
人
と

話
し
た
事
が
少
な
い
僕
は
、
チ
ャ
ソ
ス

だ
と
思
っ
て
希
望
し
た
。
僕
が
行
く
こ

と
に
な
っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
し
、
上
岡
君
と
も
一
緒
な
の
で
良
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
英
語
で
話
せ
る
か
ど
う

か
不
安
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も

「
何
と
か
な
る
。
と
に
か
く
や
っ
て
み

よ
う
。
」
と

い
う
気
持
ち
の
ほ
う
が
強

か
っ
た
。

ま
ず

一
日
目
は
、
帰
っ
た
ら

H
e
llo

で
会
話
が
か
わ
さ
れ
、
少
し
英
語
、
時

に
は
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

そ

し
て
着
替
え
を
し
て
お
風
呂
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
日
小
藪
温

泉
は
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
結
局
バ
ソ

ト
ッ

夕
食
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
料
理
で
し
た
。

私
は
イ
モ
類
は
好
ぎ
な
の
で
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。
三

日
間
ご
は
ん
が
な
い

の
は
残
念
で
し
た
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料

理
も
よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
ど
こ
が
ど

う
お
い
し
い
か
っ
て
い
う
の
は
、
毎
日

違
う
味
を
味
わ
っ
た
と
い
う
所
で
し
ょ

う。
こ
の
身
近
で
で
ぎ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
、
と
く
に
英
語
が

よ
く
分
か
る
よ
う
に
：
•
い
え
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
す
こ
し
長
い
間
お
世

話
に
な
っ
て
英
語
が
し
ゃ
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
よ
い
体
験
で
し
た
。

ク
家
の
お
風
呂
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
食
事
を
と
っ
た
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
は
、

一
切
つ
け

ず
に
食
べ
た
の
で
会
話
が
弾
ん
だ
。
宿

題
を
し
た
後
も
バ
ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
の
部

屋
で

い
ろ
い

ろ
な
質
問
を
し
て
、
寝
た

の
は
十

二
時
前
だ
っ
た
。
（
夜
は

三
日

間
と
も
そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
に
寝
た
。
）

最
後
の
日
に
、
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル

み
た
い
な
英
単
語
の
ゲ

ー
ム
を
し
た
こ

と
も
心
に
残
っ
て
い
る
。
僕
は
バ
ソ

ト
ッ

ク
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
な
ん
と

一
位
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
も
う
英
語
の
心

配
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
ふ
り

返
っ
て
み
る
と
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
夫

婦
は
、

一
目
見
た
時
、
す
ば
ら
し
い
人

だ
と
思
う
他
な
か
っ
た
。
や
さ
し
く
、

よ
く
話
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
で
、
と
て
も

い
い
人
だ
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
面
で
は
、

大
き
な
フ
ォ

ー
ク
と
ス
プ
ー
ソ
が
あ

っ

て
「
明
日
こ
れ
を
持
っ
て
い
ぎ
、
給
食

を
食
べ
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
時
ど
っ

と
笑
い
が
出
た
。

御
迷
惑
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

僕
に
と
っ
て
は
人
生
で
た
っ
た
一
度
か

も
し
れ
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
思
う
。

こ
の
体
験
を
今
後
の

中
学
校
生
活
最
後
の

一
年
に
役
立
た
せ

た
い
。
バ
ソ

ト
ッ
ク
さ
ん
、
と
て
も
お

も
し
ろ
く
愉
快
な
楽
し
い
充
実
し
た

三

泊
四
日
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ
。
t
 ホ

ー
ム
ス
テ
イ
に
行
っ
て

学
ん
だ
こ
と

三
年
二
組

浅

野

里

子

私
は

三
月
十
八
日
か
ら

二
十

一
日
ま

で、

小
藪
の
ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ

ト

ッ
ク

さ
ん
の
所
ヘ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
ま

し
た
。
は
っ
き
り
言
う
と
、
最
初
は
と

て
も
心
配

で
行
く
の
が
い
や
で
し
た
。

な
に
し
ろ
、
自
分
は
英
語
が
苦
手
だ
し
、

言
葉
が
通
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、

「
私
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、

こ
の
四
日
間
ま
と
も
に
生
活
で
き
る
ん

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
が
頭
の
中
を

ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
行
っ
て
み
る
と
、
そ
ん
な
不
安
や

心
配
は
、
ど
こ
か
へ
ふ
っ
飛
ん
で
い
き

ま
し
た
。
バ
ソ

ト

ッ
ク
さ
ん

も
奥
さ
ん

も
と
っ
て
も
や
さ
し
い
方
で
大
荷
物
を

か
か
え
て
や
っ
て
き
た
私
達
を
温
か
く

迎
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
玄
関
に
入

る
と
、
か
わ
い
ら
し
い
ピ
ソ
ク
と
ブ
ル
ー

の
花
柄
の
ス
リ
ッ
パ
が
用
意
さ
れ
て
あ

り
ま
し
た
。

奥
さ
ん
が
、

「
い
ら
っ

し

ゃ
い
。
お
待
ち

し
て
た

の

よ
。
さ
あ
上
が
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
、
ホ
ー
ム

ス

テ
イ
の
第

一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
間
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
「
ス
ク
ラ
ソ
ブ
ル
」
と

い
う

単
語
を
組
み
立
て
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
を
や
っ

た
時
は
、
難
し
く
て
私
が

一
番
最
後
だ
っ

た
の
が
少
し
残
念
で
し
た
。

バ
ソ

ト

ッ
ク
さ
ん
の
家
へ
来
て
、
す

ご
く
早
く
時
間
が
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

四
日
間
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
バ
ソ

ト

ッ
ク
さ
ん
は
話
の

中
で
、

「
今
、
私
と
あ
な
た
が
話
し
て

い
る
英

語
は
生
き
て
い
ま
す
。
相
手
と
話
す
こ

と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
言
葉
も
生
き
て
く

る
の
で
す
。
教
科
書
の
英
語
と
の
違
い

は
、
こ
う
い
う
所
に
あ
り
ま
す
よ
。」

と、

言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
、
は
っ

と
す
る
よ
う
な
言
葉
で
し
た
。
普
段
英

語
で
会
話
を
す
る
こ
と
の
な

い
私
達
で

す
。
『
生
き
て

い
る
英
語
』
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
と
き
相
手
と
言
葉
を
交
わ

す
こ
と
の
大
切
さ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

英
語
が
通
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
た
く
な
い
と
思

っ

て
い
た
自
分
に
本
当
に
腹
が
立
ち
ま
し

た
。
言
葉
が
通
じ
る
通
じ
な
い
の
は
後

ま
わ
し
で
、
相
手
と
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
に
本
当
の
意
義
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
バ
ソ

ト

ッ

ク
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
楽
し
く
て
、
心
に
残
る
ホ

ー
ム

ス
テ
イ
で

し
た
。
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雄重田一

▲

長・
校池L

0
中
野
小
学
校

新
勺
度
を
迎
え
、
町
内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
で
転
出
さ
れ
た
先
生
は
載
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
お

刊
話
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
転
入
さ
れ
た
先
生
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

肱
川
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
、
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
、
地
域
行
事
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

O
S

年
生
①
前
任
校

②
趣
味
•
特
技

③
ひ
と
こ
と

任
の
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す

教諭

高本邦浩---------------------

教諭

宮岡美智子i----------------------.J 

教諭

西岡陽子---------------------

o
s
9
年
生

①
内
子
町
立
村
前
小
学
校

②
ド
ラ
イ
ブ
、
旅
行
、
ス
ポ

ー
ツ

③
八
年
ぶ
り
に
帰

っ
て
参
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

o
s
3
7
年
生

①
大
洲
市
立
大
成
小
学
校

②
読
書

・
パ
ソ
コ
ソ

③
「
あ

せ
ら
ず
、
な
ま
け
ず
、
て
い
ね

い
に
」
を
モ
ッ

ト
ー

に
、
児
童
と
と

も
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。

o
s
4
3
年
生

①
（
新

採
）

②
特
技
：
．
特
に
あ
り
ま
せ
ん

ド
ラ
イ
ブ
、
映
画
を
見
る
こ
と

③
教
員
も
肱
川
も
初
め
て
な
の
で
、
期

待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

o
s
4
3
年
生

①
（
新
採
）

②
ス

ポ
ー
ツ

③
元
気
と
明
る
さ
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

0

予
子
林
小
学
校

~；菖“~’
：だ長，父 ＇

：菊地宣之i予艶
}

•
[
亘

0

大
谷
小
学
校

教諭

篠崎秀夫！
---------------------_J 

数諭 ： 

：白石 仁：
L ----------------------．」

0

正
山
小
学
校

・̀7. ；教頭

：佐伯惇之，

O
S
2
1
年
牛

①
五
卜
崎
小
学
校

③
工

作

③
誠
実
を
モ

ッ
ト
ー
に
努
力
し
た
い

と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

o
s
3
0
年
牛

①
大
洲
北
中
学
校

②
天
体
観
測
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

③
自
然
に
囲
ま
れ
た
良
い
環
境
で
、
地

域
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

O
S
1
2
年
生

①
長
浜
中
学
校

②
日
曜
大
工

③
風
お
こ
し
の
風
に
吹
か
れ
て
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。

O
S
2
5
年
生

①
内
子
町
立
内
子
小
学
校

②
音
楽
・

美
術

③
な
っ
か
し
い
肱
川
町

で
再
び
働
け
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

o
s
9
年
生

①
正
山
小
学
校

②
生
花
・
茶
道
・
日
本
画

③
地
域
や
職
員
の
声
を
大
切
に
し
、
生

き
生
き
と
活
動
す
る
学
校
に
し
た
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

三
i
良．
 

頭
部
教
回

O
S
1
9
年
牛

①
五
十
崎
中
学
校

②
洋

画

③
正
山
小
卒
、
宇
和
川
中
入
学
で
す
。

ダ
ム
の
で
き
る
こ
ろ
遠
足
で
よ
く
見

に
行
ぎ
ま
し
た
。

教諭

篠原悦子：
----------------------_J 

O
S
2
9
年
生

①
大
洲
市
立
久
米
小
学
校

②

読

書

③
肱
川
町
は
、
は
じ
め
て
な
の
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

一

日
も
は
や
く
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

岩
谷
小
学
校
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；教諭 ．： 
；菊池一恵；
L ----------------------J 

0

肱
川
中
学
校

教頭

飯野尚弘---------------------

、 9--・  

教諭
形山和照-・--------------------

1

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 典圭,1-
諭
国
教
亀

，~ヽ
i教諭
！宇都宮慶久
L _ --------------------

懲

i教諭 ； 

；明川洋一 i
L----------------------」

四

O
S
2
2
年
生

①
長
浜
中
学
校

②
散

歩

③
「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
は
肱
川
町
の

事
だ
と
思
う
。
肱
川
の
風
に
の
り
た

、0
し
O
S
1
0
年
生

①
野
村
中
学
校

②
空
手
道
（
練
流
・
七
段
範
士
）
・
オ
ス

テ
オ
パ
シ
ー
技
術
等

③
今
：
・
と
い
う
時
は
、
誰
に
と
っ
て
も

一
回
し
か
な
い
。
本
気
で
し
な
く
て
は
。

o
s
3
0
年
生

①
河
辺
村
立
河
辺
中
学
校

②
つ
り
（
海
）

③
九
年
ぶ
り
の
肱
川
と
い
う
こ
と
で
、

な
っ
か
し
い
思
い
で
す
。
心
機

一
転

が
ん
ば
り
ま
す
。

o
s
3
5
年
生

①
大
洲
市
立
柳
沢
中
学
校

②

つ

り

③
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

o
s
3
5
年
生

①
八
幡
浜
市
立
双
岩
中
学
校

②
音
楽
鑑
賞
・
料
理

③
肱
川
町
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
。

o
s
4
0
年
生

①
大
洲
市
立
新
谷
中
学
校

②
お
絵
か
き
•
お
遊
び

③
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

諷員認⑰
よろしくお願いします

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

］社会教育指導員（嘱託） ； 

；米岡 晋：----------------------------

最
近
、
『
フ
ァ
ジ
ィ
』
と
い
う
言

葉
が
流
行
し
て
い
る
。
家
電
製
品
の

C
M
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
、

マ
イ
コ
ソ
に
よ
っ
て
性
能
を
自
動
的

に
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
能
の
こ
と

だ
そ
う
で
あ
る
。
元
々
の
意
味
は
、

曖
昧
さ
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
リ
レ
ー

随
筆
を
依
頼
さ
れ
て
、
締
め
切
り
間

際
に
な
り
、
慌
て
て
ペ
ソ
を
執
る
自

分
は
、
フ
ァ
ジ
ィ
人
間
の
見
本
で
あ

ろ
う
。

も
っ
と
も
フ
ァ
ジ
ィ
人
間
は
、
私

だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
湾
岸
危
機

の
折
、
海
部
政
権
の
他
国
籍
軍
へ
の

貢
献
策
に
対
す
る
、
答
弁
の
矛
盾
と

対
応
の
悪
さ
は
、
国
の
内
外
に
、
不

信
感
を
抱
か
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ

こ
。

キ
ー

湾
岸
戦
争
と
い
え
ば
、
毎
日
の
様

に
、
テ
レ
ビ
各
局
が
競
っ
て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
そ
の
惨
状
の
リ
ポ
ー
ト
を

報
道
し
て
い
た
。
今
ま
で
平
和
社
会

で
生
活
し
て
い
た
私
と
同
年
代
の
若

四
月

一
日
付
の
人

事
異
動
に

よ
り
次
の

職
員
が
、
社
会
教
育

課
・
公
民
館
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
、
ど
う

者
が
、
兵
士
と
し
て
戦
場
へ
送
り
こ
ま

れ
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
、
あ
る
い
は

奪
わ
れ
、
た
と
え
生
還
し
た
と
し
て
も

罪
悪
惑
に
苛
ま
れ
る
日
々
を
送
る
で
あ

ろ
う
若
者
を
想
う
時
、
あ
ら
た
め
て
平

和
の
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
平
和
と
い
え
ば
、
現
在
、

選
抜
野
球
が
、
真
盛
り
で
あ
る
。
高
校

球
児
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
最
も

人
気
の
あ
る
監
督
像
は
、
『
熱
血
型
』

や
、
『
実
践
重
視
型
』
で
な
く
、
『
自

由
放
任
型
』
で
あ
る
そ
う
だ
。
一
昔
前

な
ら
、
『
鉄
け
ん
制
裁
型
』
監
督
の
血

教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
指
導
員
と

し
て
、
主
に
同
和
教
育
推
進
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
に
詰
め
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
仕
事
を
命
じ
て
く
だ
さ
い
。

〈21 8〉
”
フ
ア
ジ
ィ
“
と
い
え
ば

沖
永
賀
寿
男

中

野

一，
：管理人 （眼託） ： 

；松本順子 :
L ---------------------------J 

を
吐
く
様
な
練
習
こ
そ
が
、
甲
子
園

の
近
道
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
選
手
の

自
主
性
に
ま
か
せ
る
時
代
へ
と
推
移

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
え

ば
、
昨
年
準
優
勝
の
新
田
校
の

一
色

監
督
が
、
イ

ソ
タ
ビ
ュ

ー
で
見
せ
た
、

あ
の
涙
ぐ
ん
で
い
た
や
さ
し
い
笑
顔

が
、
松
山
商
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

逆
に
、
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

も
は
や
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も
、

努
力
、
根
性
、
忍
耐
と
い
う
言
葉
は
、

時
代
遅
れ
に
な
っ
て
ぎ
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
現
在
の
小
学
生
は
、
学
校
か

ら
帰
宅
後
、
遊
ぶ
時
間
も
な
く
、
栄

養
ド
リ
ソ
ク
を
飲
ん
で
塾
へ
急
ぐ
時

代
で
あ
る
。

せ
め
て
ス
ポ
ー

ツ
ぐ
ら

い
萎
縮
す

る
こ
と
な
く
、
昔
の
様
に
悲
壮
感
の

な
い
伸
び
伸
び
と
し
た
試
合
を
さ
せ

た
い
と
想
う
の
は
、
私
だ
け
で
あ
ろ

う
か
。

※
次
回
は
、
広
常
の
沖
野
緑
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
公
民
館
の
管
理
人
に
な

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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事 予 定 表

1 ．肱川町防災の日 中旬 • 町老人クラブ連合会総会

5 6 ~11 •お四国学級出発（第10組） ． 19 ・少年‘ノフトボール大会

7 ・行政相談 19 •第12回クロ ッ ケー大会

7 • 20 ・心配ご と相談 21 ・定例部落長会

10 ・農業委員会 28 ・税金等出張受入れ

・春の道路愛護デー ，
・:-.. ・-・ 雫←`•~.. 

下旬 •特産開発推進協議会12 
'＇ ； , 

月 15 ・人権相談 :' // ・高齢者創作館運営委員会

15~17 •町連合小学校修学旅行(6 年生ぅ•-‘"ヽ•:-、ぇ•``’ // ・（社協）理事会、評議委員会

中旬 ・営農林推進会議正副座長会 // •町連合小学校松山見学 (4 年生）

日 電 話

44-2248 

25-0158 

44-2215 

24-2915 

44-2010 

26-0003 

日

43-0101 

27- 0002 

44-2801 

24-4375 

44-2560 

24- 2535 

43-0555 

24-3008 

~6 ［。 日
日 日

杢 金 程

中 組〖

i 
場消ま 集

集
会会

所 戸斤 所

分時320 分贔時31 I 0 贔［ 孟時時21 i 時i 時11 10 i 時
間

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
成
人
病
検
診

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

日

程

場

所

時

間

5
月
20
旦
月
）
大
谷
公
民
館
午
前

10
時
ー

5
月
2
7
旦
月
）
肱
栄
集
会
所

午
後

2
時

一午
前
9
時
30分
？

11
時

30
分

5
月
13
日
（
月
）＿
保
健
セ
ン
タ
ー

程

ー

場

所

一

時

間

◎ムシ歯予防教室

>1
日

30 29 28 23 22 

’日̀  9日、 '日`  、日、 ・日、 ’日̀  
程、木9 7`k ＇ 火`＇ ‘木’ フ̀J<＇ ‘火’ 

醤 事 農 和大 醤 横岩>
i 胃
場

業協 JI I洲I
セ
所 予 工縫

セ
ン／ ン／

夕 前子 場-削 製r 子 夕 I 所
I 林 I ノレ

午 午 午
時9前 8前 9前

／／ ／ヽ ／／ 時 8 時 8 時 8
30時 30時 30時

間
分 ？ 分 ｝ 分？

◎
胃
が
ん
集
団
検
診

▽
日

急 病 院 時

病 院 名 電 話

24-2151 

◎
5
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

5
月
15
日
（水
）

（
出
す
の
は

5
月

14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

5
月
14
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽
場

所

保

健

セ
ソ
タ
ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

5月の日曜 ・祝日担当医

当直医

宝来 医 院
（ 五 十崎町 ）

久保 医 院
（大沙［｛ 市新谷 ）

植木医院
（ 五 十崎町）

肱川医院
（大、洲市 菅 田 ）

高 橋底院
（五十崎町）

三 瀬医院
（大 洲I市八 多 喜 ）
佐々木整形 外 科
（五十崎町 ）

町野 医院
（大洲I市森 山 ）
曽根医院
（ 内 子町 ）

岡部クリニック
（大洲I市片原町 ）
芳我外科医院
（内 子 町）

安達医院
（大 、洲市中町 ）

堀川医院
（内子町）

城 戸 眼科医院
（大洲I市末広町）

※変更になる場合がありますので前も って連絡してから

お出かけ下さい。

救

大、洲市 立病院

（大、洲市大沙1、I)

加 戸 病院
（大、洲 市若宮）

大 、洲中央病院

（大洲I市東大沙I‘|）

24- 5101 

24- 4551 

義
博
さ
ん

（肱
川
町
中
野
）

宣
子
さ
ん

（
喜
多
郡
長
浜
町
）
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＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 
＊
ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

*

 

荒
太
郎
さ
ん

(
81
歳
）

セ
キ
さ
ん

(
86
歳）

久
夫
さ
ん

(
91
歳
）

協
生
小
倉
肱
栄

中
宮
和
氣
堀

久
保

▽

日

時

5
月
7
日
（火）

午
後
1
時

30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委
員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五
〇
八
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⑮
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑮

ご
ざ
い
ま
す
⑮
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⑮
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今
岡

◎行政相談

> ］ 相20 
きn火火

日 日

水ヽ -火 日

西藤 久福
担

本高 保田 当

美エ 相

早...Lにコ 、、、正
百n火火

子力 幸保
員

▽
場

所

▽
時

間

午
後
1
時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

祖
圏
ii]
霞
哀
閾

◎
相
談
ご
と
案
内
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